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説

職
務
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令
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令
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に
対
す
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制
裁
的
措
置
に
関
す
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司
法
審
査
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手
法

「
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が
代
」
ピ
ア
ノ
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裁
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降
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下
級
審
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決
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渡
　
辺
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心
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法
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論説

一
　
は
じ
め
に

　
現
在
、
公
立
学
校
の
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
「
君
が
代
」
斉
唱
を
め
ぐ
り
、
多
く
の
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

「
君
が
代
」
ピ
ア
ノ
伴
奏
拒
否
事
件
に
関
す
る
最
高
裁
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
二
月
二
七
日
判
決
（
以
下
、
「
ピ
ア
ノ
判
決
」
と
い
う
）

は
、
そ
の
後
の
下
級
審
判
決
に
強
い
影
響
力
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ピ
ア
ノ
判
決
が
そ
の
よ
う
な
強
い
影
響
力
を
も
つ
に
ふ
さ

わ
し
い
確
固
と
し
た
論
理
構
造
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

　
　
ユ
　

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
の
下
級
審
判
決
を
立
ち
入
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
ピ
ア
ノ
判
決
を
援
用
し
な
が
ら
も
実
際
に
は
ピ
ア
ノ
判
決
と
は
異

な
っ
た
論
理
構
造
を
と
る
判
決
や
、
ピ
ア
ノ
判
決
の
射
程
を
著
し
く
拡
大
し
た
判
決
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
代
表
例
が
、
定
年
退
職

後
の
再
雇
用
職
員
に
つ
い
て
合
格
通
知
を
受
け
て
い
た
者
が
、
卒
・
業
式
に
お
け
る
「
君
が
代
」
起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
校
長
に
よ
る
職
務
命

令
に
反
し
た
こ
と
を
理
由
に
戒
告
処
分
な
ど
が
課
さ
れ
る
と
共
に
、
再
雇
用
の
合
格
取
消
を
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
地
位
確
認
お
よ
び
国

家
賠
償
を
求
め
た
事
件
に
関
す
る
東
京
地
裁
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
六
月
二
〇
日
判
決
（
以
下
、
「
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
」
と

　
　
　
ソ

い
う
）
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
判
決
を
、
同
旨
の
職
務
命
令
違
反
を
理
由
と
し
て
再
雇
用
職
員
の
採
用
選
考
に
お
い
て
不
合
格
と
さ
れ
た

者
が
国
家
賠
償
を
求
め
た
と
い
う
類
似
し
た
事
案
を
扱
い
な
が
ら
、
異
な
っ
た
結
論
を
下
し
た
東
京
地
裁
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

七
日
判
決
（
以
下
、
「
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
」
と
い
う
）
と
対
比
し
な
が
ら
、
若
干
の
考
察
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　

東
京
地
裁
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
一
月
一
九
日
判
決
も
、
ほ
ぼ
同
様
な
事
案
に
対
す
る
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
判
決
は
、
簡
単
な

理
由
づ
け
を
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
付
随
的
に
註
の
な
か
で
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
上
の
よ
う
な
比
較
検
討
は
、
ピ
ア

ノ
判
決
自
身
の
問
題
点
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
も
資
す
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
論
点
は
、
職
務
命
令
と
教
師
の
思

想
・
良
心
の
自
由
、
お
よ
び
職
務
命
令
違
反
を
理
由
と
す
る
制
裁
的
措
置
の
適
法
性
に
限
定
す
る
。
こ
れ
は
、
私
の
研
究
上
の
関
心
か
ら
す

（76－1　・2－2）　2



職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

る
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
れ
以
外
の
争
点
が
重
要
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
国
憲
法
下
に
お
け
る
自
由
権
あ
る
い
は
自
由
権
的
に
構
成
で
き
る
権
利
に
関
す
る
憲
法
判
断
に
お
い
て
は
、
保

護
領
域
（
保
護
範
囲
）
・
制
約
（
侵
害
）
・
正
当
化
と
い
う
三
段
階
審
査
を
す
る
こ
と
が
思
考
の
明
晰
化
の
た
め
に
重
要
だ
、
と
い
う
こ
と
を

　
　
　
　
（
6
）

論
じ
て
き
た
。
本
稿
も
こ
の
三
段
階
審
査
理
論
の
枠
組
み
を
使
っ
た
分
析
を
行
い
、
裁
判
所
が
明
晰
な
憲
法
判
断
を
行
う
た
め
の
基
盤
を
提

供
す
る
こ
と
を
副
次
的
な
目
的
と
し
た
い
。

（
1
）
　
私
も
い
く
つ
か
の
論
稿
を
書
い
て
い
る
。
渡
辺
康
行
「
公
教
育
に
お
け
る
『
君
が
代
』
と
教
師
の
『
思
想
・
良
心
の
自
由
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
＝
壬
二
七

号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
二
頁
以
下
、
同
「
職
務
命
令
と
思
想
・
良
心
の
自
由
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
一
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
六
〇
頁
以
下
な
ど
。
ピ
ア

　
ノ
判
決
に
関
す
る
文
献
の
一
覧
と
し
て
、
横
田
守
弘
「
『
君
が
代
』
ピ
ア
ノ
伴
奏
拒
否
事
件
上
告
審
判
決
」
季
刊
教
育
法
一
五
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
八

五
頁
（
註
1
）
が
詳
細
で
あ
る
。

（
2
）
　
判
時
二
〇
〇
一
号
一
三
六
頁
以
下
。
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
＝
日
に
、
こ
の
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
東
京
高
裁
第
一
六
民
事
部
に
提
出
し
た

意
見
書
を
基
に
、
若
干
の
補
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
判
時
二
〇
〇
七
号
一
四
一
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
判
決
と
同
一
の
裁
判
長
が
、
職
務
命
令
違
反
を
理
由
と
し
た
懲
戒
処
分
の
取
消
し
な
ど
が
争
わ
れ

た
事
件
に
お
い
て
、
請
求
を
棄
却
し
た
、
東
京
地
葺
二
〇
〇
九
（
平
成
一
＝
）
年
三
月
二
六
日
判
例
集
未
登
載
が
あ
る
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
田
中
孝

男
「
国
歌
斉
唱
等
の
職
務
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
た
懲
戒
処
分
に
つ
き
違
憲
性
・
違
法
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
事
例
」
速
報
判
例

解
説
一
T
K
C
ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
行
政
法
臨
4
6
［
N
一
c
o
Q
o
H
刈
O
O
㊤
I
O
O
I
O
卜
∂
O
心
①
O
ω
一
b
り
］
。

（
4
）
　
判
例
集
未
登
載
。

（
5
）
　
例
え
ば
、
市
川
須
美
子
「
教
師
の
日
の
丸
・
君
が
代
拒
否
の
教
育
の
自
由
か
ら
の
立
論
」
法
律
時
報
八
○
巻
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
二
頁
以
下
は
、

　
「
職
能
的
自
由
と
し
て
の
教
育
の
自
由
」
を
主
張
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
棟
居
快
行
「
『
君
が
代
』
斉
唱
・
伴
奏
と
教
師
の
思
想
の

自
由
」
自
由
人
権
協
会
編
『
市
民
的
自
由
の
広
が
り
』
（
新
評
論
、
二
〇
〇
七
年
）
六
六
頁
以
下
は
、
「
国
家
の
思
想
的
中
立
性
か
ら
の
逸
脱
の
有
無
如

何
」
が
「
真
の
問
題
」
だ
と
す
る
。
葛
島
夏
木
「
教
育
領
域
に
潜
む
ガ
バ
メ
ン
ト
ス
ピ
ー
チ
」
立
命
館
法
政
論
集
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
一
頁
以
下
は
、

　
「
国
歌
斉
唱
問
題
を
ガ
バ
メ
ン
ト
ス
ピ
ー
チ
か
ら
捉
え
」
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
行
政
法
学
か
ら
の
検
討
と
し
て
、
早
川
和
宏
「
教
諭
に
対
す
る
職
務

命
令
と
懲
戒
処
分
」
高
岡
法
科
大
学
紀
要
一
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
七
頁
以
下
。
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論説

（
6
）
　
例
え
ば
、
渡
辺
康
行
「
『
思
想
・
良
心
の
自
由
』
と
『
国
家
の
信
条
的
中
立
性
』
（
一
）
」
法
政
研
究
七
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
頁
以
下
、
同

「
自
由
権
に
関
す
る
三
段
階
審
査
」
木
下
・
村
田
・
渡
辺
編
著
『
事
例
研
究
　
憲
法
』
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
五
一
～
一
五
二
頁
、
同
「
憲
法
訴

訟
の
現
状
」
公
法
研
究
七
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
頁
以
下
な
ど
。
三
段
階
審
査
理
論
に
つ
い
て
は
、
併
せ
て
、
後
戸
（
註
4
4
）
で
挙
げ
た
諸
論
稿
を
も

参
照
。

（76－1・2－4）　4

二
　
思
想
・
良
心
の
自
由
の
保
護
領
域

1

再
雇
用
合
格
取
消
事
件
東
京
地
裁
判
決

　
職
務
命
令
と
教
師
の
思
想
・
良
心
の
自
由
に
関
す
る
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
の
判
示
は
、
必
ず
し
も
明
晰
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
三
段
階
審
査
理
論
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
理
解
し
直
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
判
決
は
、
憲
法
一
九
条
の
保
護
領
域
判
断
に
関
し
て
、
原
告
に
よ
る
不
起
立
行
為
の
理
由
・
動
機
を
三
つ
に
大
別
す
る
。
つ
ま
り
、

「
①
『
日
の
丸
』
、
『
君
が
代
』
が
大
日
本
帝
国
憲
法
下
に
お
い
て
、
天
皇
制
に
対
す
る
忠
誠
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
こ
れ

ら
が
先
の
大
戦
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
感
や
嫌
悪
の
情
、
②
先
の
大
戦
時
に
お
い
て
時
の
為
政
者
に
よ
り

教
育
が
支
配
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
ほ
か
な
ら
ぬ
教
員
が
多
く
の
生
徒
を
戦
場
に
送
り
込
む
こ
と
に
寄
与
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る

反
省
の
念
、
③
本
件
通
達
を
め
ぐ
る
都
教
委
の
一
連
の
動
き
が
、
学
校
の
教
育
自
治
の
原
理
を
一
切
否
定
す
る
強
権
的
な
も
の
で
あ
り
、
是

認
し
難
い
と
い
う
職
業
的
な
信
念
」
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
「
社
会
生
活
上
の
信
念
」
と
し
て
、
思
想
・
良
心
の
自
由
の
保
障
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

受
け
る
、
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。



2

嘱
託
採
用
拒
否
事
件
東
京
地
裁
判
決

職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

　
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
は
三
段
階
審
査
理
論
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
論
理
構
造
は
か
な
り
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
は
一

九
条
の
保
護
領
域
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
原
告
ら
は
、
大
別
し
て
、
「
①
戦
前
の
日
本
の
軍
国
主
義
や
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
戦

争
と
こ
れ
に
加
功
し
た
『
日
の
丸
』
、
『
君
が
代
』
に
対
す
る
反
省
に
立
ち
、
平
和
を
志
向
す
る
と
い
う
考
え
、
②
国
民
主
権
、
平
等
主
義
等

の
理
念
か
ら
天
皇
と
い
う
特
定
個
人
又
は
国
家
神
道
の
象
徴
を
賛
美
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
と
い
う
考
え
、
③
個
人
の
尊
重
の
理
念
か
ら
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
な
い
一
律
強
制
や
国
家
主
権
に
反
対
す
る
と
い
う
考
え
、
④
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
教
え
子
た
ち
を
戦
場
に
送

り
出
し
て
し
ま
っ
た
戦
前
教
育
と
同
様
に
教
育
現
場
に
画
一
的
統
制
や
過
剰
な
国
家
の
関
与
を
持
ち
込
む
こ
と
に
反
対
す
る
と
い
う
教
育
者

と
し
て
の
考
え
、
⑤
こ
れ
ま
で
人
権
の
尊
重
や
自
主
的
思
考
、
自
主
的
判
断
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
教
育
実
践
を
続
け
て
き
た
こ
と
と
矛
盾

す
る
行
動
は
で
き
な
い
と
い
う
教
育
者
と
し
て
の
考
え
、
⑥
多
様
な
国
籍
、
民
族
、
信
仰
、
家
庭
的
背
景
等
か
ら
生
ま
れ
た
生
徒
の
信
仰
、

思
想
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
育
者
と
し
て
の
考
え
な
ど
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
原
告
ら
は
、
本
件

職
務
命
令
に
基
づ
き
、
卒
業
式
等
の
国
歌
斉
唱
時
に
『
日
の
丸
』
に
向
か
っ
て
起
立
し
、
『
君
が
代
』
を
斉
唱
す
る
と
い
う
行
為
は
、
『
日
の

丸
』
、
『
君
が
代
』
に
尊
重
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
上
記
の
よ
う
な
原
告
ら
の
考
え
と
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
信
念
を
有
し
て
い
る
と
い
う
」
。
「
原
告
ら
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
『
日
の
丸
』
や
『
君

が
代
』
が
過
去
に
我
が
国
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
係
る
原
告
ら
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
又
は
教
職
員
等
と
し
て
の
職
業
経
験
か
ら
生

じ
た
信
条
及
び
こ
れ
に
由
来
す
る
社
会
生
活
上
の
信
念
で
あ
る
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
こ
と
自
体
は
、
思
想
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
良
心
の
自
由
と
し
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
、
と
判
示
し
た
。

5　（76－1・2－5）



論説

3

ピ
ア
ノ
判
決
と
の
比
較
検
討

ω
　
以
上
の
よ
う
に
、
二
つ
の
東
京
地
裁
判
決
は
、
共
に
、
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
に
際
す
る
不
起
立
行
為
の
理
由
と
な
っ
て
い

る
考
え
方
は
、
一
九
条
の
保
護
領
域
に
入
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ピ
ア
ノ
判
決
は
い
か
に
判
断
し
て
い
た
か
。
こ
の

判
決
は
、
①
「
『
君
が
代
』
が
過
去
の
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
と
結
び
付
い
て
お
り
、
こ
れ
を
公
然
と
歌
っ
た
り
、
伴
奏
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
、
②
「
子
ど
も
に
『
君
が
代
』
が
ア
ジ
ア
侵
略
で
果
た
し
て
き
た
役
割
等
の
正
確
な
歴
史
的
事
実
を
教
え
ず
、
子
ど
も
の
思
想
及
び
良

心
の
自
由
を
実
質
的
に
保
障
す
る
措
置
を
執
ら
な
い
ま
ま
『
君
が
代
』
を
歌
わ
せ
る
と
い
う
人
権
侵
害
に
加
担
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
考
え
方
は
、
「
上
告
人
自
身
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
及
び
こ
れ
に
由
来
す
る
社
会
生
活
上
の
信
念
等
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
、
と

判
示
し
た
。
し
か
し
、
③
「
学
校
の
儀
式
的
行
事
に
お
い
て
『
君
が
代
』
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
本
件
入
学
式
の
国
歌
斉

唱
の
際
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
上
告
人
に
と
っ
て
は
、
上
記
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
に
基
づ
く
一
つ
の
選
択
で
は
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

が
、
一
般
的
に
は
、
こ
れ
と
不
可
分
に
結
び
付
く
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
」
な
い
、
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
判
示
は
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
拒

否
す
る
こ
と
を
一
九
条
の
保
護
領
域
に
入
ら
な
い
と
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
東
京
地
裁
の
二
つ
の
判
決
は
、

ピ
ア
ノ
判
決
と
は
異
な
っ
た
判
断
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②
　
し
か
し
、
職
務
命
令
を
拒
否
す
る
理
由
と
な
る
考
え
方
が
一
九
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
か
に
関
す
る
裁
判
例
の
状
況
を
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
を
否
定
し
た
ピ
ア
ノ
判
決
の
ほ
う
が
、
む
し
ろ
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
が
今
後
述
べ
て
い
く
、
ピ
ア
ノ
判
決
と
二
つ
の
東
京

地
裁
判
決
と
の
論
理
構
造
の
違
い
の
最
大
の
原
因
も
、
こ
こ
に
あ
る
。
ま
た
、
コ
般
的
に
は
」
と
い
う
理
屈
で
保
護
領
域
該
当
性
を
否
定

す
る
ピ
ア
ノ
判
決
の
論
理
に
対
し
て
は
、
こ
の
判
決
の
那
須
補
足
意
見
を
初
め
と
し
て
多
く
の
批
判
が
あ
る
が
、
本
稿
で
も
後
に
簡
単
に
触

れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
は
、
不
起
立
行
為
の
理
由
・
動
機
に
関
す
る
①
～
③
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
（
ニ
ー
）
、

（76－1・2－6）　6
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保
護
領
域
該
当
性
を
認
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
上
で
、
「
全
原
告
ら
が
教
育
公
務
員
と
し
て
参
加
し
た
学
校
行
事
で
あ
る
卒
業
式
に
お
い
て
、

国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
、
国
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
全
原
告
ら
に
と
っ
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
社
会
生
活
上
の
信
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
基
づ
く
一
つ
の
選
択
で
は
あ
り
得
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
、
こ
れ
と
不
可
分
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
判

示
は
、
ピ
ア
ノ
判
決
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
違
い
は
、
第
一
に
、
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
が
、
こ
の
判
断
を
、
段
落
の
区
切
り
方
か
ら

見
る
限
り
、
一
九
条
の
保
護
領
域
に
入
る
考
え
方
に
対
す
る
制
約
が
あ
る
か
ど
う
か
に
際
し
て
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
嘉
節
で
詳
論
し
た
い
。
第
二
は
、
ピ
ア
ノ
判
決
は
、
伴
奏
拒
否
を
「
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
に
基
づ
く
一
つ
の
選
択

で
は
あ
ろ
う
が
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
は
「
社
会
生
活
上
の
信
念
に
基
づ
く
一
つ
の
選
択
で
は
あ
り
得
る

も
の
の
」
、
と
い
う
形
に
変
更
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
違
い
は
、
東
京
地
裁
の
判
断
に
お
い
て
「
社
会
生
活
上
の
信
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

が
一
九
条
の
保
護
領
域
に
入
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
論
に
相
異
を
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
。

　
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
が
大
別
し
た
①
～
⑥
の
考
え
方
は
、
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
の
要
約
し
た
①
～
③
と
お
お
よ
そ
合
致
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
細
か
な
違
い
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
嘱
託
採
用
拒
否
判
決
が
、
「
原
告
ら
は
、
本
件
職
務
命
令
に
基
づ
き
、

卒
業
式
等
の
国
歌
斉
唱
時
に
『
日
の
丸
』
に
向
か
っ
て
起
立
し
、
『
君
が
代
』
を
斉
唱
す
る
と
い
う
行
為
は
、
『
日
の
丸
』
、
『
君
が
代
』
に
尊

重
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
上
記
の
よ
う
な
原
告
ら
の
考
え
と
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
信
念
を
有
し
て
い
る
」
と
し
、
こ
の
信
念
も
一
九
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
点
で
あ
る
。

ま
た
第
二
に
、
一
九
条
の
内
容
説
明
と
し
て
、
「
教
職
員
等
と
し
て
の
職
業
経
験
か
ら
生
じ
た
信
条
」
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

さ
れ
う
る
。
こ
の
判
決
は
思
想
・
良
心
の
自
由
の
保
護
領
域
を
か
な
り
広
く
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

㈹
　
し
か
し
ピ
ア
ノ
判
決
に
お
い
て
は
、
藤
田
宙
靖
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
一
九
条
の
保
護
領
域
判
断
に
関
し
て
重
要
な
視
点
を
示
し
て
い

た
。
こ
の
反
対
意
見
は
、
「
本
件
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
上
告
人
の
『
思
想
及
び
良
心
』
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
『
『
君
が
代
』
が

果
た
し
て
き
た
役
割
に
対
す
る
否
定
的
評
価
と
い
う
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
そ
れ
自
体
』
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に
加
え
て
更
に
、

7　（76－1・2－7）
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『『

N
が
代
』
の
斉
唱
を
め
ぐ
り
、
学
校
の
入
学
式
の
よ
う
な
公
的
儀
式
の
場
で
、
公
的
機
関
が
、
参
加
者
に
そ
の
意
思
に
反
し
て
で
も
一
律

に
行
動
す
べ
く
強
制
す
る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
評
価
（
従
っ
て
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
動
に
自
分
は
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
信

念
な
い
し
信
条
）
』
と
い
っ
た
側
面
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
後
者
の
側
面
こ
そ
が
、
本
件
で
は
重
要
な
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
な
い
か
」
、
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
両
東
京
地
裁
判
決
で
考
慮
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
思
想
・
良
心
に
つ
い

て
的
確
な
捉
え
方
を
し
て
お
り
、
学
説
に
よ
っ
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
藤
田
反
対
意
見
は
、
今
後
裁
判
所
に
お
い
て
も
十
分
な
検
討
が
な
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

（76－1・2－8）　8

（
7
）
　
判
時
二
〇
〇
一
号
＝
二
六
頁
（
一
五
四
頁
）
。

（
8
）
　
判
時
二
〇
〇
七
号
一
四
一
頁
（
一
五
五
頁
）
。

（
9
）
　
民
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
二
九
四
頁
）
。

（
1
0
）
　
「
君
が
代
」
裁
判
例
の
な
か
で
、
原
告
の
考
え
方
が
一
九
条
の
保
護
領
域
に
入
ら
な
い
と
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
北
九
州
コ
コ
ロ
訴
訟
の
福
岡
地
裁

　
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
四
月
二
六
日
判
決
（
判
例
集
未
登
載
）
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
・
前
掲
（
註

　
6
・
思
想
・
良
心
の
自
由
）
五
頁
以
下
。
し
か
し
、
同
訴
訟
の
福
岡
高
判
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
一
二
月
一
五
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
こ
の
判
断

　
部
分
を
削
除
し
、
「
仮
に
君
が
代
を
歌
え
な
い
と
い
う
考
え
自
体
が
思
想
、
良
心
に
当
た
る
と
し
て
も
」
と
い
う
文
章
に
変
更
し
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
判
決

　
以
降
に
、
研
修
命
令
の
合
憲
性
に
際
し
て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
保
護
領
域
該
当
性
を
認
め
た
判
決
と
し
て
、
例
え
ば
、
再
発
防
止
研
修
国
恥
訴
訟
に

関
す
る
東
京
地
判
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
七
月
一
九
日
半
タ
一
二
八
二
号
一
六
三
頁
（
一
七
五
頁
）
が
あ
る
。

（
1
1
）
　
判
時
二
〇
〇
一
号
一
三
六
頁
（
一
五
四
頁
）
。

（
1
2
）
　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
で
は
、
「
社
会
生
活
上
の
信
念
」
と
い
う
語
は
、
ピ
ア
ノ
判
決
で
い
う
「
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
」
と
同
じ
意
味
で
使

　
わ
れ
て
い
る
。
安
藤
高
行
「
近
年
の
人
権
判
例
（
3
）
」
九
州
国
際
大
学
法
学
論
集
一
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
四
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ピ
ア
ノ

　
判
決
で
使
わ
れ
た
「
社
会
生
活
上
の
信
念
」
の
位
置
づ
け
は
、
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
は
多
い
が
、
例
え
ば
、
青
野
篤
「
『
君
が
代
』

　
ピ
ア
ノ
伴
奏
命
令
と
教
師
の
『
思
想
・
良
心
の
自
由
』
」
法
政
研
究
七
五
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
＝
一
〇
頁
、
＝
一
三
頁
。

（
1
3
）
　
門
田
孝
「
思
想
・
良
心
に
反
す
る
行
為
の
強
制
の
合
憲
性
」
国
際
人
権
一
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
二
頁
が
、
諸
判
決
に
よ
り
思
想
・
良
心
の
内
容

　
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
本
来
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
原
告
の
『
思
想
・
良
心
』
と
し
て
、
重
層
的
に
不
可
分
の
か
た
ち
で
存
在
し
て
い
る
と
い
う
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の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
の
は
、
特
に
異
論
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
1
4
）
　
永
山
茂
樹
「
起
立
・
斉
唱
の
強
制
と
教
職
員
の
思
想
・
良
心
の
自
由
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
四
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
二
頁
は
、
嘱
託
採
用
拒
否
事

件
判
決
を
学
説
の
い
う
「
内
心
説
」
を
と
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

（
1
5
）
民
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
三
〇
二
頁
）
。

（
1
6
）
　
予
防
訴
訟
に
関
す
る
東
京
地
話
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
九
月
二
一
日
年
時
一
九
五
二
号
四
四
頁
（
六
四
頁
）
は
、
「
入
学
式
、
卒
業
式
等
の
式

典
に
お
い
て
、
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
た
く
な
い
、
国
歌
を
斉
唱
し
た
く
な
い
、
或
い
は
国
歌
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
し
た
く
な
い
と
い
う
思
想
・
良
心
」
が

保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
こ
の
判
決
も
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
と
同
じ
く
、
思
想
・
良
心
の
自
由
の
保
護
領
域
を
、
い
わ
ば
量
的
に
広
く
捉

　
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
藤
田
反
対
意
見
は
、
「
不
起
立
・
不
斉
唱
」
の
動
機
と
な
る
思
想
・
良
心
の
捉
え
方
を
、
い
わ
ば
質
的
に
転
換
す
る
観
点
を
含

　
む
見
解
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
判
決
後
の
現
段
階
に
お
い
て
は
、
藤
田
反
対
意
見
の
よ
う
な
思
想
・
良
心
の
捉
え
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
な
し
に
す
ま

　
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
佐
々
木
弘
通
「
『
君
が
代
』
ピ
ア
ノ
伴
奏
拒
否
事
件
最
高
裁
判
決
と
憲
法
一
九
条
論
」
自
由
と
正
義
五
八

巻
一
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
八
九
頁
は
、
藤
田
意
見
を
「
公
的
領
域
に
お
け
る
不
正
義
に
は
従
え
な
い
と
す
る
、
『
公
』
を
志
向
す
る
市
民
と
し
て
の
内

心
で
あ
り
、
一
種
の
市
民
的
不
服
無
論
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
議
論
の
道
具
立
て
を
あ
ま
り
大
仕
掛
け
に
す
る
と
、
現
在
で
も
し
ば

　
し
ば
援
用
さ
れ
る
、
内
心
に
反
す
る
こ
と
を
理
由
に
一
般
的
法
義
務
を
拒
否
す
る
自
由
を
コ
般
的
に
承
認
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
政
治
社
会
は
成
り

　
立
た
な
い
」
（
佐
藤
幸
治
『
憲
法
〔
第
三
版
〕
』
〔
青
林
書
院
、
一
九
九
五
年
〕
四
八
八
頁
）
、
と
い
う
懸
念
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
、

　
ピ
ア
ノ
判
決
の
事
案
に
関
し
て
は
、
「
少
な
く
と
も
原
告
の
立
場
は
こ
う
し
た
、
国
民
の
間
に
君
が
代
の
評
価
に
つ
い
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
以
上
、
そ

　
の
斉
唱
に
反
対
す
る
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
藤
田
反
対
意
見
の
説
明
は
説
得
力
を
欠
く
」
と
い
う
評
価

　
が
あ
る
。
安
藤
・
前
掲
（
註
1
2
）
四
〇
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
反
対
意
見
は
、
上
告
人
の
「
思
想
及
び
良
心
」
の
内
容
が
「
明
ら
か
」
で
は
な
い
か

　
ら
差
し
戻
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
民
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
三
〇
五
頁
）
。
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三
　
思
想
・
良
心
の
自
由
の
制
約

1

再
雇
用
合
格
取
消
事
件
東
京
地
裁
判
決

（76－1・2－10）　10

　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
は
、
先
に
も
言
及
し
た
判
示
で
あ
る
が
（
二
3
②
）
、
①
起
立
・
斉
唱
の
拒
否
は
、
「
社
会
生
活
上
の
信
念
に

基
づ
く
一
つ
の
選
択
で
は
あ
り
得
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
、
こ
れ
と
不
可
分
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
職
務
命
令
が
全
原

告
ら
の
上
記
の
よ
う
な
精
神
活
動
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
、
と
い
う
。
ま
た
、
②
「
卒
業
式
と
い
う
式
典
の
場
に
お

い
て
、
何
ら
か
の
歌
唱
を
行
う
際
に
歌
唱
を
行
う
者
が
起
立
し
、
ま
た
、
起
立
す
る
際
、
会
場
正
面
に
向
け
た
体
勢
を
と
る
こ
と
自
体
は
、

儀
式
・
式
典
に
お
い
て
当
然
さ
れ
る
べ
き
儀
礼
的
行
為
で
あ
」
る
。
さ
ら
に
、
卒
業
式
に
お
い
て
、
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
、
国
歌
を
斉

唱
す
る
こ
と
も
、
③
「
全
原
告
ら
の
勤
務
校
に
所
属
す
る
教
職
員
全
員
に
発
せ
ら
れ
た
職
務
命
令
に
よ
り
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘
案

す
る
と
、
本
件
職
務
命
令
の
と
お
り
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
、
そ
の
者
が
有
す
る
特
定
の
思
想
な
ど
の
精
神
活
動
自
体
の
表
明
と
な
る
も
の

で
は
な
い
」
・
と
い
㍗

2

嘱
託
採
用
拒
否
事
件
東
京
地
裁
判
決

嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
の
制
約
判
断
は
詳
細
で
あ
る
。
ま
ず
一
般
的
判
断
と
し
て
、
①
「
も
と
よ
り
、
人
の
思
想
や
良
心
は
外
部
行
為

と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
思
想
や
良
心
の
核
心
部
分
を
直
接
否
定
す
る
よ
う
な
外
部
的
行
為
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
そ
の
思

想
や
良
・
1
0
の
核
心
部
分
を
直
接
否
定
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
憲
法
一
九
条
が
保
障
す
る
思
想
及
び
良
心
の
自
由
の
侵
害
が
問
題

に
な
る
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
思
想
や
良
心
に
対
す
る
事
実
上
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
な
配
慮
を
欠
き
、
必
要
性
や
合
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理
性
が
な
い
の
に
、
思
想
や
良
心
と
抵
触
す
る
よ
う
な
行
為
を
強
制
す
る
と
き
は
、
憲
法
一
九
条
違
反
の
問
題
が
生
じ
る
余
地
が
あ
る
と
い

え
る
が
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
外
部
行
為
が
強
制
さ
れ
た
と
し
て
も
、
憲
法
一
九
条
違
反
と
は
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
当
該
職
務
命
令
に
つ
い
て
は
、
②
「
直
接
的
に
原
告
ら
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
又
は
信
条
を
否
定
す
る
行
為
を
命
じ
る
も
の

で
は
な
い
し
」
、
「
前
記
の
よ
う
な
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
又
は
信
条
と
切
り
離
し
て
、
不
起
立
、
不
斉
唱
と
い
う
行
為
に
は
及
ば
な
い
と
い

う
選
択
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
般
的
に
は
、
卒
業
式
等
の
国
歌
斉
唱
時
に
不
起
立
行
為
に
出
る
こ
と
が
、
原
告
ら
の

歴
史
観
な
い
し
世
界
観
又
は
信
条
と
不
可
分
に
結
び
つ
く
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
、
と
い
う
。
ま
た
「
客
観
的
に
み
て
、
卒
業
式

等
の
国
歌
斉
唱
の
際
に
『
日
の
丸
』
に
向
か
っ
て
起
立
し
、
『
君
が
代
』
を
斉
唱
す
る
と
い
う
行
為
は
、
卒
業
式
等
の
出
席
者
に
と
っ
て
通

常
想
定
さ
れ
、
か
つ
、
期
待
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
一
般
的
に
は
、
こ
れ
を
行
う
教
職
員
等
が
特
定
の
思
想
を
有
す
る
と
い
う

こ
と
を
外
部
に
表
明
す
る
よ
う
な
行
為
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
校
長
の
職
務
命
令
に
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
行
為
が
行
わ

れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
特
定
の
思
想
を
有
す
る
こ
と
の
表
明
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
一
層
困
難
で
あ
る
」
。
本
件
職
務
命
令
は
、
「
原

告
ら
に
対
し
、
特
定
の
思
想
を
持
つ
こ
と
を
強
制
し
た
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
禁
止
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
思
想
の
有
無
に

つ
い
て
告
白
す
る
こ
と
を
強
要
す
る
も
の
で
も
な
く
、
児
童
に
対
し
て
一
方
的
な
思
想
や
理
念
を
教
え
込
む
こ
と
を
強
制
す
る
も
の
と
み
る

こ
と
も
で
き
な
い
」
、
と
論
ず
る
。

　
し
か
し
こ
の
判
決
は
さ
ら
に
、
③
「
本
件
職
務
命
令
は
、
原
告
ら
の
思
想
及
び
良
心
の
核
心
部
分
を
直
接
否
定
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ

な
い
が
、
本
件
職
務
命
令
が
命
じ
る
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
国
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
は
、
原
告
ら
の
前
記
の
よ
う
な
歴
史
観
な
い
し
世
界

観
又
は
信
条
と
緊
張
関
係
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
、
本
件
職
務
命
令
が
原
告
ら
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
又
は
信
条
自

体
を
否
定
す
る
も
の
と
い
え
な
い
に
し
て
も
、
原
告
ら
自
身
は
、
本
件
職
務
命
令
が
、
原
告
ら
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
又
は
信
条
自
体
を

否
定
し
、
思
想
及
び
良
心
の
核
心
部
分
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
受
け
止
め
、
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
国
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
は
、
原

告
ら
自
身
の
思
想
及
び
良
心
に
反
す
る
と
し
て
、
不
起
立
、
不
斉
唱
の
行
動
を
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
件
職
務

11　（76－1・2－11）
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命
令
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
告
ら
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
と
の
抵
触
が
生
じ
る
余
地
が
あ
る
」
、

3

ピ
ア
ノ
判
決
と
の
比
較
検
討

と
述
べ
て
い
た
。

（76－1・2一12）　12

ω
　
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
東
京
地
裁
判
決
が
、
思
想
・
良
心
の
自
由
に
反
す
る
外
部
的
行
為
に
対
す
る
制
約
に
つ
い
て
、
二
つ
の
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

型
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
明
快
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
（
三
2
①
）
、
a
「
思
想
や
良
心
の
核
心
部
分
を
直
接
否
定
す
る
よ
う
な
外
部
的
行
為
を
強
制
す
る
こ
と
」
と
、
b
そ
れ
に
は
至
ら

な
い
が
、
「
思
想
や
良
心
と
抵
触
す
る
よ
う
な
行
為
を
強
制
す
る
と
き
」
と
い
う
制
約
の
二
類
型
を
析
出
し
て
い
た
。
実
は
再
雇
用
合
格
取

消
事
件
判
決
も
（
三
1
①
）
、
，
a
「
精
神
活
動
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
」
と
、
後
で
紹
介
す
る
（
四
1
）
、
ガ
「
精
神
活
動
に
も
影
響
を

与
え
得
る
」
制
約
を
区
別
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
類
型
論
は
、
お
そ
ら
く
従
来
、
主
に
表
現
の
自
由
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
直
接
規

制
・
間
接
規
制
の
区
別
論
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ピ
ア
ノ
判
決
は
、
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
、
こ
の
類
型
論
を
述
べ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
担
当
調
査
官
が
、
”
a
「
内
心
の
核
心
部
分
を
直
接
否
定
す
る
よ
う
な
外
部
的
行
為
を
強
制
す
る
こ
と
」
と
、
げ
「
内
心
の

核
心
部
分
を
直
接
否
定
す
る
も
の
で
な
く
て
も
、
そ
の
性
質
、
効
果
等
に
照
ら
し
て
そ
れ
と
同
等
の
作
用
を
及
ぼ
す
」
も
の
、
を
分
け
て
い

　
　
　
　
　

た
こ
と
か
ら
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
見
え
る
。

②
　
こ
こ
で
ま
ず
第
一
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ピ
ア
ノ
判
決
の
調
査
官
解
説
に
よ
る
二
類
型
は
制
約
の
仕
方
に
関
す
る
区
別

論
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
調
査
官
解
説
に
よ
る
“
a
の
文
章
は
、
「
内
心
の
核
心
部
分
を
直
接
否
定
す
る
よ
う
な
外
部
的

行
為
」
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
が
一
九
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
保
護
領
域
に
か
か
わ
る
判
断
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
ピ
ア
ノ
判
決
の
事
案
は
、
「
そ
の
よ
う
な
外
部
的
行
為
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
」
も
の
と
説
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
調
査
官

解
説
に
よ
る
ガ
の
文
章
は
、
念
の
た
め
制
約
に
か
か
わ
る
判
断
を
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ピ
ア
ノ
判
決
の
事
案
は
、
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れ
　

「
そ
の
よ
う
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
二
つ
の
東
京
地
裁
に
よ
る
制
約
の
二
類
型
論
は
、
ピ
ア
ノ
判
決

の
調
査
官
解
説
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
二
類
型
論
の
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
に
よ
る
定
式
化
に
は
疑
問
が
あ
り
う
る
。
「
思
想
や
良
心
の
核
心
部
分
」
に
あ
た
る
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
、
区
別
を
す
る
必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
エ
ホ
バ
の
証
人
剣
道
受
講
拒
否
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
校
長
に
よ
る
退
学
処
分
の
適
法
性
審
査
の
中
で
で
は
あ
る
が
、
剣
道
実
技
へ
の
参
加
を
拒
否
す
る
理
由
が
「
信
仰
の
核
心
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

分
と
密
接
に
関
連
す
る
評
し
な
も
の
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
、
審
査
密
度
を
厳
格
化
す
る
要
因
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
で

は
「
信
仰
の
核
心
部
分
と
密
接
に
関
連
す
る
」
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
そ
う
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
審
査
密
度
を
規
定

す
る
一
つ
の
要
素
で
は
あ
る
が
、
一
般
化
し
て
基
準
と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
い
。
先
に
触
れ
た
ピ
ア

ノ
判
決
に
お
け
る
藤
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
も
、
「
思
想
、
信
条
そ
の
も
の
に
対
す
る
直
接
的
抑
圧
と
な
る
」
か
ど
う
か
を
問
題
と
し
て
お

翰W

ﾊ
常
の
場
合
は
こ
れ
で
十
分
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ピ
ア
ノ
判
決
の
調
査
官
解
説
も
、
「
内
心
の
核
心
部
分
」
を
「
歴
史
観
な
い
し
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

界
観
」
と
み
た
上
で
、
そ
れ
を
直
接
否
定
す
る
外
部
的
行
為
の
強
制
か
ど
う
か
を
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決

の
よ
う
に
「
思
想
や
良
心
の
核
心
部
分
」
か
ど
う
か
を
考
慮
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
思
想
や
良
心
の
核
心
部
分
」
か
ど
う
か
と
、
制

約
が
「
直
接
否
定
す
る
」
も
の
か
ど
う
か
は
、
論
理
的
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
後
者
の
二
類
型
は
採
用
で
き
る
と
し
て
も
、
「
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

想
・
良
心
の
自
由
」
の
保
護
領
域
に
入
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
価
値
の
軽
重
を
論
ず
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

㈹
　
ピ
ア
ノ
判
決
は
、
二
3
ω
で
見
た
よ
う
に
、
「
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
拒
否
す
る
こ
と
」
を
一
九
条
の
保
護
領
域
に
入
ら
な
い
と
判
断
し
た
た

め
、
「
本
件
職
務
命
令
が
、
直
ち
に
上
告
人
の
有
す
る
上
記
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
」
で
は
な
い
、
と
論
じ

た
。
し
か
し
そ
の
上
で
、
調
査
官
の
解
説
に
よ
れ
ば
制
約
と
な
り
得
る
可
能
性
に
関
し
て
、
念
の
た
め
の
審
査
を
行
い
、
そ
れ
を
も
否
定
し

た
。
つ
ま
り
、
こ
う
で
あ
る
。
a
「
本
件
職
務
命
令
当
時
、
公
立
小
学
校
に
お
け
る
入
学
式
や
卒
業
式
に
お
い
て
、
国
歌
斉
唱
と
し
て
『
君

が
代
』
が
斉
唱
さ
れ
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
客
観
的
に
見
て
、
入
学
式
の
国
歌
斉
唱
の
際
に
『
君
が

13　（76－1・2－13）



論説

代
』
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
す
る
と
い
う
行
為
自
体
は
、
音
楽
専
科
の
教
諭
等
に
と
っ
て
通
常
想
定
さ
れ
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
上
記
伴

奏
を
行
う
教
諭
等
が
特
定
の
思
想
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
を
外
部
に
表
明
す
る
行
為
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
特

に
、
職
務
上
の
命
令
に
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
上
記
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
は
一
層
困
難
で
あ
る
」
。
b

「
本
件
職
務
命
令
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
公
立
小
学
校
に
お
け
る
儀
式
的
行
事
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
、
A
小
学
校
で
も
従
前
か
ら
入
学
式

等
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
国
歌
斉
唱
に
際
し
、
音
楽
専
科
の
教
諭
に
そ
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
命
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
上
告
人
に
対
し
て
、

特
定
の
思
想
を
持
つ
こ
と
を
強
制
し
た
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
禁
止
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
思
想
の
有
無
に
つ
い
て
告
白
す

る
こ
と
を
強
要
す
る
も
の
で
も
な
く
、
児
童
に
対
し
て
一
方
的
な
思
想
や
理
念
を
教
え
込
む
こ
と
を
強
制
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
な

お
　

い
」
。

　
ピ
ア
ノ
判
決
に
よ
る
こ
の
判
示
は
、
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
（
三
1
③
）
、
お
よ
び
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
（
三
2
②
）
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
最
高
裁
と
そ
の
後
の
下
級
審
の
判
断
に
は
論
理
的
次
元
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
、
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
判
決
に
よ
る
先
の
判
示
は
、
職
務
命
令
は
前
述
し
た
第
二
類
型
の
制
約
に
も
な
ら
な
い
と
す
る
判
断
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
二
つ
の
東
京
地
裁
の
判
決
の
該
当
部
分
は
、
職
務
命
令
は
第
一
類
型
の
制
約
に
は
当
た
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
両
東
京
地
裁
に
よ
る
と
、
第
二
類
型
の
制
約
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
、
別
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
論
理
的

位
置
づ
け
の
移
行
は
、
前
述
し
た
保
護
領
域
に
関
す
る
ピ
ア
ノ
判
決
と
二
つ
の
東
京
地
裁
判
決
の
判
断
の
違
い
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ピ
ア
ノ
判
決
に
依
拠
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
両
判
決
は
、
こ
こ
で
も
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
。

ω
　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
に
よ
る
「
儀
礼
的
行
為
」
論
も
（
三
1
②
）
、
ピ
ア
ノ
判
決
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
ピ
ア
ノ
判
決

が
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
関
す
る
事
案
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
東
京
地
裁
の
事
案
は
起
立
・
斉
唱
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

論
拠
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
ピ
ア
ノ
判
決
に
お
け
る
、
「
『
君
が
代
』
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
す
る
と
い
う
行
為

自
体
は
、
音
楽
専
科
の
教
諭
等
に
と
っ
て
通
常
想
定
さ
れ
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
」
と
い
う
文
章
（
三
3
㈹
a
）
が
再
雇
用
合
格
取
消

（76－1・2－14）　14



職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

事
件
判
決
で
は
削
ら
れ
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
形
で
「
儀
礼
的
行
為
」
論
が
出
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
二
つ
の
論
拠

の
間
に
趣
旨
と
し
て
は
似
た
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
行
為
が
「
通
常
想
定
さ
れ
期
待
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
あ
る
い
は
「
儀
礼
的
行
為
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
個
人
に
と
っ
て
思
想
・
良
心
に
反
す
る
外
部
的
行
為
の
強
制
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
思
想
・
良
心
の
自
由
に
対
す
る
制
約
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
の
東
京
地
裁
は
、
強
制
が
「
特
定
の
思

想
な
ど
の
精
神
活
動
自
体
の
表
明
と
な
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
が
（
三
1
③
）
、
「
特
定
の
思
想
を
有
す
る
」
こ
と
の
表
明
の
強
制

は
、
思
想
・
良
心
の
自
由
に
対
す
る
制
約
の
一
つ
の
形
態
で
は
あ
る
が
、
一
つ
の
形
態
で
し
か
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
不
明
確
な
形
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
が
、
ピ
ア
ノ
判
決
も
認
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
三
3
㈹
b
を
見
よ
）
。
と
こ
ろ
が
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
の
東
京
地
裁
は
そ
れ
す
ら

切
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
も
、
せ
っ
か
く
起
立
・
斉
唱
の
事
案
に
合
せ
て
持
ち
出
さ
れ
た
「
儀
礼
的
行
為
」
論
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
判
決
自
身
「
歌
唱
を
行

う
際
に
歌
唱
を
行
う
者
が
起
立
し
、
ま
た
、
起
立
す
る
際
、
会
場
正
面
に
向
け
た
体
勢
を
と
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
み
「
儀
礼
的
行
為
」
性

を
語
っ
て
お
り
、
「
斉
唱
」
に
つ
い
て
は
「
儀
礼
的
行
為
」
と
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
（
三
1
②
）
。
「
儀
礼
的
行
為
」
論
は
、
仮
に
そ
れ
を

受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
職
務
命
令
全
体
が
思
想
・
良
心
に
対
す
る
制
約
と
は
な
ら
な
い
こ
と
の
根
拠
と
し
て
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
で
は
な
い
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑤
　
二
つ
の
東
京
地
裁
判
決
が
用
い
て
い
る
、
起
立
・
斉
唱
の
拒
否
は
、
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
又
は
社
会
生
活
上
の
信
念
に
基
づ
く
一
つ

の
選
択
で
は
あ
り
う
る
が
、
「
一
般
的
に
は
」
こ
れ
と
不
可
分
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
議
論
（
三
1
①
、
三
2
②
）
も
、
ピ

ア
ノ
判
決
（
二
3
ω
③
）
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
ず
、
ピ
ア
ノ
判
決
に
お
け
る
コ
般
的
に
は
」
論
は
、
保
護
領
域
該
当
性
の
判

断
に
際
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
両
東
京
地
裁
で
は
制
約
判
断
に
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
の
場
面
で

用
い
ら
れ
る
に
し
て
も
、
こ
の
「
一
般
的
に
は
」
と
い
う
論
証
方
法
は
、
学
説
上
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
コ
般
的
に
は
」
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
当
該
個
人
に
と
っ
て
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
各
訴
訟
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
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論説
　
　
（
3
0
）

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
両
東
京
地
裁
も
、
実
は
、
こ
の
コ
般
的
に
は
」
と
い
う
論
証
の
「
説
得
力
の
な
さ
に
気
付
い
て
い
る
」
、
の
か
も
し
れ
な
い
。
嘱
託
採

用
拒
否
事
件
判
決
の
三
2
③
と
し
て
紹
介
し
た
判
示
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
の
東
京
地
裁

も
、
三
1
で
紹
介
し
た
判
示
に
続
け
て
、
「
ま
た
、
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
、
国
歌
を
斉
唱
す
る
と
い
う
本
件
職
務
命
令
の
命
ず
る
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

が
全
原
告
ら
の
内
心
領
域
に
お
け
る
精
神
活
動
に
も
影
響
を
与
え
得
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
」
、
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
議
論
は
、
次
の

段
階
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

（76－1・2－16）　16

（
1
7
）
　
判
時
二
〇
〇
一
号
一
三
六
頁
以
下
（
一
五
四
頁
）
。

（
1
8
）
　
判
時
二
〇
〇
七
号
一
四
一
頁
以
下
（
一
五
五
～
一
五
六
頁
）
。

（
1
9
）
戸
部
真
澄
「
国
歌
斉
唱
に
か
か
る
職
務
命
令
違
反
を
理
由
と
し
た
再
雇
用
拒
否
を
国
警
法
上
違
法
と
し
た
事
例
」
速
報
判
例
解
説
編
集
委
員
会

　
〔
編
〕
『
速
報
判
例
解
説
　
く
。
一
・
ω
』
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
五
八
～
五
九
頁
。

（
2
0
）
　
森
英
明
「
時
の
判
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
＝
二
四
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
八
四
頁
。

（
2
1
）
　
森
・
前
掲
（
註
2
0
）
八
四
頁
。

（
2
2
）
最
判
一
九
九
五
（
平
成
八
）
年
三
月
八
日
民
集
五
〇
巻
三
号
四
六
九
頁
（
四
七
七
頁
）
。

（
2
3
）
　
凝
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
三
〇
三
頁
）
。
な
お
、
「
罪
し
」
と
い
う
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
「
君
が
代
」
関
係
訴
訟
の
事

　
案
に
お
い
て
は
争
い
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
4
）
　
森
・
前
掲
（
註
2
0
）
八
四
頁
。

（
2
5
）
　
「
核
心
部
分
」
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
と
、
「
核
心
」
と
は
通
常
狭
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
思
想
・
良
心
の
保
護
が
縮
減
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね

　
な
い
。
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
思
想
・
良
心
の
自
由
の
保
護
領
域
を
き
わ
め
て
広
く
解
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
「
思
想
・
良

　
心
の
核
心
部
分
」
か
ど
う
か
を
論
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
2
6
）
民
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
二
九
四
～
二
九
五
頁
）
。
森
・
前
掲
（
註
2
0
）
八
五
頁
。

（
2
7
）
　
「
儀
礼
的
行
為
」
論
は
、
再
雇
用
合
格
取
消
判
決
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
す
る
、
国
立
二
小
ピ
ー
ス
リ
ボ
ン
事
件
に
関
す
る
東
京
高
野
二
〇
〇
七
（
平

　
成
一
九
）
年
六
月
二
八
日
（
判
例
集
未
登
載
）
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
登
場
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
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（
2
8
）
　
ピ
ア
ノ
判
決
に
よ
る
こ
の
部
分
の
論
理
の
不
明
確
性
に
つ
い
て
、
渡
辺
・
前
掲
（
註
1
・
公
教
育
）
三
五
～
三
六
頁
。
な
お
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
の
東

京
地
裁
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ピ
ア
ノ
判
決
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
い
る
（
三
2
②
）
。

（
2
9
）
　
土
屋
英
雄
『
「
日
の
丸
・
君
が
代
裁
判
」
と
思
想
・
良
心
の
自
由
』
（
現
代
人
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
八
頁
。

（
3
0
）
　
さ
し
あ
た
り
、
渡
辺
・
前
掲
（
註
1
・
公
教
育
）
三
三
～
三
四
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
般
的
に
は
」
と
い
う
考
察
態
度
を
擁
護
す
る
学
説
と
し

　
て
、
安
藤
・
前
掲
（
註
1
2
）
三
〇
頁
以
下
、
木
村
草
太
「
音
楽
専
科
教
諭
の
『
君
が
代
』
ピ
ア
ノ
伴
奏
拒
否
に
対
す
る
戒
告
処
分
取
消
訴
訟
上
告
審
判
決
」

自
治
研
究
八
四
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
五
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
3
1
）
　
土
屋
英
雄
『
思
想
・
良
心
と
信
教
の
自
由
〔
増
補
版
〕
』
（
尚
学
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
一
四
頁
。

（
3
2
）
　
判
時
二
〇
〇
一
号
＝
二
六
頁
（
一
五
四
～
一
五
五
頁
）
。

四
　
思
想
・
良
心
の
自
由
へ
の
制
約
の
正
当
化

1

再
雇
用
合
格
取
消
事
件
東
京
地
裁
判
決

　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
の
東
京
地
裁
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
職
務
命
令
の
命
ず
る
行
為
が
、
「
全
原
告
ら
の
内
心
領
域
に
お
け
る
精
神

活
動
に
も
影
響
を
与
え
得
る
こ
と
」
を
認
め
た
上
で
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
①
「
憲
法
一
五
条
二
項
は
、
『
す
べ
て
公
務
員

は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
』
と
定
め
、
地
公
法
は
、
地
方
公
務
員
の
地
方
公
共
団
体
の
住
民
全
体
の
奉
仕

者
（
地
公
法
三
〇
条
）
と
の
特
殊
な
地
位
及
び
こ
れ
が
担
っ
て
い
る
職
務
の
公
共
性
に
か
ん
が
み
、
統
一
的
で
円
滑
な
公
務
の
遂
行
を
確
保

す
る
趣
旨
か
ら
、
地
方
公
務
員
に
上
司
の
職
務
上
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
べ
き
義
務
を
課
し
て
い
る
（
地
公
法
三
二
条
）
」
。
し
か
も
、
②

「
文
部
大
臣
が
学
校
教
育
法
四
三
条
及
び
同
法
施
行
規
則
五
七
条
の
二
に
よ
り
定
め
た
学
習
指
導
要
領
で
は
、
卒
業
式
な
ど
で
国
旗
を
掲
揚

し
、
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
旨
の
国
旗
・
国
歌
条
項
が
置
か
れ
て
い
る
」
が
、
こ
の
「
学
習
指
導
要
領
は
高
等
学
校
教
育
に
お
け

17　（76－1・2－17）



論説

る
機
会
均
等
の
確
保
と
全
国
的
な
一
定
の
水
準
の
維
持
と
い
う
目
的
の
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
大
綱
的
基
準
を
定
め
た
も

の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
法
規
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
」
、
原
告
ら
は
、
「
国
旗
・
国
歌
条
項
に

の
っ
と
っ
た
指
導
を
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
」
。
こ
の
こ
と
に
併
せ
て
制
約
判
断
で
述
べ
た
こ
と
（
三
1
①
②
）
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、

③
「
本
件
職
務
命
令
は
国
旗
・
国
歌
条
項
に
よ
り
全
原
告
ら
が
指
導
の
責
務
を
負
う
事
項
に
つ
き
、
儀
式
・
式
典
に
お
け
る
儀
礼
的
な
行
為

を
命
ず
る
限
り
で
こ
れ
を
旦
ハ
体
化
し
た
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
。
し
て
み
れ
ば
、
④
「
本
件
職
務
命
令
は
、
公
務
員
の
職
務
の
公

共
性
に
由
来
す
る
必
要
か
つ
合
理
的
な
制
約
と
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
全
原
告
ら
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

と
し
て
憲
法
一
九
条
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
」
。

（76－1・2－18）　18

2

嘱
託
採
用
拒
否
事
件
東
京
地
裁
判
決

　
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
は
、
制
約
（
「
思
想
や
良
心
と
抵
触
す
る
よ
う
な
行
為
」
の
強
制
）
の
正
当
化
に
関
し
て
、
再
雇
用
合
格
取
消

事
件
判
決
と
ほ
ぼ
同
様
の
判
断
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
公
務
員
の
「
全
体
の
奉
仕
者
」
性
、
「
地
方
公
務
員
の
地
位
の
特
殊
性
や
職
務

の
公
共
性
」
か
ら
原
告
ら
に
は
職
務
命
令
服
従
義
務
が
あ
る
こ
と
、
②
国
歌
を
起
立
・
斉
唱
す
る
こ
と
は
学
習
指
導
要
領
の
「
規
定
の
趣
旨

に
か
な
う
も
の
で
あ
」
り
、
③
卒
業
式
な
ど
の
「
儀
式
に
お
い
て
は
、
出
席
者
に
対
し
て
一
律
の
行
為
を
求
め
る
こ
と
自
体
に
は
合
理
性
が

あ
る
」
、
④
「
卒
業
式
等
に
お
け
る
国
旗
掲
揚
や
国
歌
斉
唱
は
、
全
国
的
に
は
従
前
か
ら
広
く
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
、
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

諸
事
情
を
総
合
し
て
、
⑤
「
本
件
職
務
命
令
に
は
、
そ
の
目
的
及
び
内
容
に
お
い
て
合
理
性
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。



3

ピ
ア
ノ
判
決
と
の
比
較
検
討
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ω
　
ピ
ア
ノ
判
決
も
、
①
公
務
員
の
「
全
体
の
奉
仕
者
」
性
、
地
方
公
務
員
の
「
地
位
の
特
殊
性
及
び
職
務
の
公
共
性
」
か
ら
職
務
命
令
服

従
義
務
が
あ
る
こ
と
、
②
小
学
校
学
習
指
導
要
領
が
国
旗
・
国
歌
条
項
を
置
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
③
A
小
学
校
で
は
従
来
か
ら

音
楽
専
科
の
教
諭
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
「
君
が
代
」
の
斉
唱
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
④
「
本
件
職
務
命
令
は
、
そ
の
目
的
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

び
内
容
に
お
い
て
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
、
と
述
べ
て
い
た
。
前
述
し
た
二
つ
の
東
京
地
裁
の
判
示
は
、
ピ
ア
ノ
判
決

を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
ピ
ア
ノ
判
決
に
よ
る
こ
の
論
理
は
、
思
想
・
良
心
の
自
由
に
対
す
る
制
約
が
な
い
こ

と
を
い
う
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
、
両
東
京
地
裁
は
、
思
想
・
良
心
の
自
由
に
対
す
る
制
約
は
あ
る
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
脈
へ
と
転
用
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
際
、
ピ
ア
ノ
判
決
が
「
目
的
及
び
内
容
に
お
い
て
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
述
べ
た
結
論
部
分
を
、
「
必
要
か
つ
合
理
的
な
制
約
と
し
て
許
容
さ
れ
る
」
、
「
目
的
及
び
内
容
に
お
い
て
合
理
性
、
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
」
と
い
う
形
に
変
更
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
意
識
的
か
無
意
識
的
か
は
と
も
か
く
、
ピ
ア
ノ
判
決
そ
の
ま
ま
で
は
正
当
化
判
断
の
審

査
基
準
の
定
式
化
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
従
来
、
憲
法
学
説
に
お
い
て
は
、
思
想
・
良
心
の
自
由
は
絶
対
的
保
障
で
あ
り
、
「
思
想
・
良
心
の
防
衛
的
、
受
動
的
な
外
部
的
表
出
」
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　

「
絶
対
的
保
障
に
準
ず
る
強
い
保
障
」
が
与
え
ら
れ
る
、
な
ど
と
説
か
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
つ
の
東
京
地
裁
判
決
は
、
嘱
託
採

用
拒
否
判
決
の
定
式
に
拠
れ
ば
「
思
想
や
良
心
と
抵
触
す
る
よ
う
な
行
為
を
強
制
す
る
と
き
」
と
い
う
制
約
類
型
に
関
し
て
、
「
合
理
性
」

と
「
必
要
性
」
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。
こ
れ
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

②
　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
制
約
に
二
類
型
を
区
別
す
る
と
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
第
二
類
型
の
制
約
で
あ
る
。
こ
の
第
二
類

型
の
制
約
の
基
礎
に
は
、
「
職
務
命
令
の
一
般
的
、
客
観
的
性
格
が
…
…
X
の
内
心
の
核
心
部
分
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
に
せ
よ
、
X
自

身
に
お
い
て
は
、
な
お
本
件
職
務
命
令
が
自
己
の
内
心
の
核
心
部
分
を
否
定
す
る
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
得
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
」
る
と
い

19　（76－1・2－19）



払肖冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　

う
考
慮
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
後
者
こ
そ
が
憲
法
上
の
権
利
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
類
型
の
制
約
だ

か
ら
と
い
っ
て
正
当
化
が
格
別
に
容
易
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
第
一
類
型
の
制
約
で
あ
れ
ば
、
特
例
的
な
ほ
ど
に
厳
格
な
正
当
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
審
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
東
京
地
裁
が
設
定
し
た
「
合
理
性
」
、
「
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

性
」
と
い
う
審
査
の
基
準
は
緩
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
国
旗
・
国
歌
斉
唱
予
防
訴
訟
の
東
京
地
裁
は
、
「
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

か
つ
最
小
限
度
」
の
制
約
か
ど
う
か
と
い
う
よ
り
厳
格
な
定
式
化
を
用
い
て
い
た
。

㈹
　
ま
ず
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
職
務
命
令
の
合
憲
性
審
査
に
お
い
て
も
、
目
的
・
手
段

審
査
は
可
能
で
あ
る
し
、
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
各
裁
判
所
は
、
手
段
審
査
は
し
て
い
る
も
の
の
、

目
的
審
査
を
し
て
い
る
の
か
は
不
明
確
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
手
段
審
査
に
お
い
て
も
目
的
と
の
関
連
性
は
審
査
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
点
に
お
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
再
び
、
ピ
ア
ノ
判
決
に
お
け
る
藤
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
で
あ
る
。
こ
の
反
対
意
見
は
、
「
公
務

員
が
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
本
的
人
権
に
そ
れ
な
り
の
内
在
的
制
約
が
伴
う
こ
と
自
体
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
を

否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
た
だ
、
逆
に
、
『
全
体
の
奉
仕
者
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
当
然
に
、
公
務
員
は
そ
の
基
本
的
人

権
に
つ
き
如
何
な
る
制
限
を
も
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
っ
た
レ
ヴ
ェ
ル
の
一
般
論
に
よ
り
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
お
け
る
権
利
制
限
の

可
否
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
」
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
命
じ
る
校
長
の
職
務
命
令
に

よ
っ
て
達
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
公
共
の
利
益
の
旦
ハ
体
的
な
内
容
は
何
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
利
益
と
上
記
に
見

た
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
上
告
人
の
『
思
想
及
び
良
心
』
の
保
護
の
必
要
と
の
間
で
、
慎
重
な
考
量
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と

い
う
。
そ
の
上
で
、
「
学
校
行
政
の
究
極
的
目
的
」
は
「
子
供
の
教
育
を
受
け
る
利
益
の
達
成
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
そ
れ
自
体
は
極
め

て
重
要
な
公
共
の
利
益
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
接
に
、
音
楽
教
師
に
対
し
入
学
式
に
お
い
て
『
君
が
代
』
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
す
る
こ

と
を
強
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
が
導
き
出
せ
る
わ
け
で
は
な
い
」
、
と
い
う
。
こ
の
事
件
の
場
合
は
、
「
『
入
学
式
に
お
け
る

『
君
が
代
』
斉
唱
の
指
導
』
と
い
う
中
間
目
的
が
（
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
）
設
定
さ
れ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
い
わ
ば
、
『
入
学
式
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進
行
に
お
け
る
秩
序
・
紀
律
』
及
び
『
（
組
織
決
定
を
遂
行
す
る
た
め
の
）
校
長
の
指
揮
権
の
確
保
』
を
具
体
的
な
目
的
と
し
た
『
『
君
が

代
』
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
す
る
こ
と
』
と
い
う
職
務
命
令
が
妻
せ
ら
れ
る
と
い
う
構
造
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
、
と
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
「
仮

に
上
記
の
中
間
目
的
が
承
認
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
当
然
に
『
『
君
が
代
』
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
強
制
す
る
こ
と
』
の
不
可
欠
性
を

導
く
も
の
で
も
な
い
」
、
と
い
先
㌍

ω
　
そ
れ
で
は
、
本
稿
が
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
事
例
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
卒
業
式
等
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
時
に
国
旗
に
向
か
っ
て

起
立
し
、
国
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
を
命
ず
る
職
務
命
令
に
つ
い
て
も
、
「
究
極
的
目
的
」
「
中
間
目
的
」
「
具
体
的
な
目
的
」
が
あ
り
、
お
そ

ら
く
そ
れ
は
藤
田
裁
判
官
が
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
職
務
命
令
に
関
し
て
述
べ
た
も
の
と
お
お
よ
そ
一
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う

な
目
的
が
仮
に
正
当
だ
と
し
て
も
、
判
例
の
基
準
に
従
う
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
に
「
合
理
性
」
と
「
必
要
性
」
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
な
お
念
の
た
め
、
「
合
理
性
」
と
「
必
要
性
」
と
い
う
判
例
理
論
に
よ
る
審
査
の
基
準
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
精

神
的
自
由
に
対
す
る
制
約
の
正
当
化
に
つ
い
て
最
高
裁
に
お
け
る
基
準
を
定
式
化
し
た
も
の
と
し
て
、
調
査
官
解
説
な
ど
で
し
ば
し
ば
引
用

さ
れ
る
判
決
の
一
つ
が
、
成
田
新
法
事
件
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
集
会
の
自
由
と
い
え
ど
も
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
無
制
限

に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
公
共
の
福
祉
に
よ
る
必
要
か
つ
合
理
的
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
由
に
対
す
る
制
限
が
必
要
か
つ
合
理
的
な
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
制
限
が
必
要
と
さ

れ
る
程
度
と
、
制
限
さ
れ
る
自
由
の
内
容
及
び
性
質
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
具
体
的
制
限
の
態
様
及
び
程
度
等
を
較
量
し
て
決
め
る
の
が
相

　
　
　
　
ゐ
　

当
で
あ
る
」
、
と
い
う
。
こ
の
手
段
の
「
合
理
性
」
と
「
必
要
性
」
審
査
は
、
伝
統
的
に
行
政
法
の
分
野
で
用
い
ら
れ
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は

戦
後
、
法
律
の
憲
法
適
合
性
審
査
に
際
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
、
比
例
原
則
の
考
え
方
に
相
当
す
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
、
成
田
新
法
判
決
が
言
及
す
る
較
量
の
際
の
考
慮
諸
要
素
は
、
そ
の
審
査
の
密
度
を
変
化
さ
せ
る
要
因
と
読
み
直
す
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
は
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
事
案
に
即
し
て
展
開
で
き
る
。
ま
ず
、
思
想
・
良
心
の
自
由
と
い
う
自
由
は
き
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論説

わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
成
田
新
法
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
集
会
の
自
由
に
関
し
て
よ
り
も
さ
ら
に
審
査
の
密
度
を
厳
格
化
さ
せ
る
要
素
と
な

る
。
ま
た
、
思
想
・
良
心
の
自
由
の
内
容
に
関
し
て
藤
田
裁
判
官
の
よ
う
な
捉
え
方
を
す
れ
ば
、
職
務
命
令
に
よ
る
諸
々
の
行
為
の
強
制
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

そ
れ
に
対
す
る
「
直
接
的
抑
圧
」
と
な
る
。
仮
に
そ
う
い
う
捉
え
方
を
し
な
い
場
合
で
も
、
ピ
ア
ノ
判
決
の
調
査
官
解
説
が
い
う
、
「
そ
の

性
質
、
効
果
等
に
照
ら
し
て
そ
れ
と
同
等
の
作
用
を
及
ぼ
す
」
も
の
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
制
限
の
態
様
と
い
う
点
か

ら
し
て
も
、
こ
こ
で
の
職
務
命
令
に
関
す
る
審
査
の
密
度
は
厳
格
な
も
の
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
述
し
た
予
防
訴
訟
東
京
地
裁

判
決
が
用
い
た
、
手
段
が
「
必
要
か
つ
最
小
限
度
」
か
ど
う
か
と
い
う
審
査
の
基
準
と
実
質
的
に
は
同
じ
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

藤
田
裁
判
官
に
よ
る
「
慎
重
な
考
量
」
論
も
、
こ
の
よ
う
な
立
場
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
の
事
案
を
実
際
に
比
例
原
則
に
よ
っ
て
審
査
し
て
み
よ
う
。
校
長
に
よ
る
職
務
命
令
の
「
中
間
目

的
」
と
し
て
、
「
入
学
式
に
お
け
る
『
君
が
代
』
斉
唱
の
指
導
」
が
（
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
）
設
定
さ
れ
、
「
具
体
的
な
目
的
」
と
し
て

「
卒
業
式
等
の
進
行
に
お
け
る
秩
序
・
紀
律
」
お
よ
び
「
（
組
織
決
定
を
遂
行
す
る
た
め
の
）
校
長
の
指
揮
権
の
確
保
」
が
あ
る
。
そ
れ
が
仮

に
正
当
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
教
職
員
に
対
し
て
一
律
に
起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
必
要
性
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
「
公
務
員
が
勤
務
時
間
外
に
、
職
場
外
で
、
し
か
も
職
務
と
は
無
関
係
に
政
治
運
動
を
行
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
」

猿
払
事
件
の
事
案
と
は
異
な
り
、
「
職
務
そ
の
も
の
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
で
あ
る
か
ら
、
公
務
員
が
職
務
遂
行
を
す
る
に
当
た
り
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

本
的
人
権
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
当
然
許
さ
れ
る
」
、
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
教
師
と
し
て
の
職
務
の
中
枢
を
な
す
よ
う
な
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
音
楽
担
当
の
教
諭
が
卒
業
式
等
で
「
君
が
代
」
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を

す
る
こ
と
は
当
人
に
と
り
付
随
的
業
務
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
、
通
常
の
教
諭
が
卒
業
式
等
で
起
立
・
斉
唱
す
る
こ
と
は

付
随
的
業
務
性
が
高
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
先
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
教
師
に
対
し
て
起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
こ
と
が
ど

う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
の
か
、
他
に
代
る
手
段
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
点
を
審
査
の
密
度
を
厳
格
に
し
て
判
断
す
べ
き
だ
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ピ
ア
ノ
判
決
お
よ
び
両
東
京
地
裁
の
審
査
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
の
判
例
の
立
場
を
前
提
と
し
て
も
十
分
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で
は
な
か
っ
た
。
職
務
命
令
の
必
要
性
を
審
査
す
る
際
に
こ
れ
ま
で
論
じ
た
諸
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
「
本
件
職
務
命
令
は
、
目
的
達
成

の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
職
員
全
員
の
起
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

由
を
過
度
に
侵
害
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
違
憲
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

・
斉
唱
を
命
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
原
告
ら
の
思
想
・
良
心
の
自

職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
39　38　37　36　35　34　33
　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）

判
時
二
〇
〇
一
号
一
三
六
頁
（
一
五
四
～
一
五
五
頁
）
。

判
時
二
〇
〇
七
号
一
四
一
頁
（
一
五
六
頁
）
。

民
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
二
九
五
～
二
九
六
頁
）
。

水
口
洋
介
「
学
校
の
自
由
を
圧
殺
す
る
判
決
－
東
京
『
君
が
代
』
強
制
解
雇
訴
訟
判
決
批
判
」
世
界
七
六
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
三
九
頁
。

土
屋
・
前
掲
（
註
3
1
）
一
七
～
一
八
頁
な
ど
。

森
・
前
掲
（
註
2
0
）
八
五
頁
。

宍
戸
常
寿
「
表
現
の
内
容
規
制
・
内
容
中
立
規
制
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
七
七
頁
が
、
表
現
の
内
容
規
制
に
関
し
て
同
趣
旨

　
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
4
0
）
　
土
屋
・
前
掲
（
註
2
9
）
三
一
頁
以
下
、
同
・
前
掲
（
註
3
1
）
三
一
五
頁
以
下
な
ど
。

（
4
1
）
　
東
京
地
判
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
九
月
一
二
日
判
時
一
九
五
二
号
四
四
頁
（
六
七
頁
）
。

（
4
2
）
　
民
習
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
V
。
な
お
、
成
嶋
隆
「
『
日
の
丸
・
君
が
代
』
訴
訟
に
お
け
る
思
想
・
良
心
の
自
由
と
教
育
の
自

由
」
法
律
時
報
八
○
巻
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
八
三
頁
は
、
藤
田
反
対
意
見
に
対
し
て
、
「
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
利
益
の
達
成
と
い
う
『
究
極
的
目

的
』
と
、
学
校
儀
式
で
の
『
君
が
代
』
斉
唱
の
指
導
と
い
う
『
中
間
目
的
』
と
の
間
に
は
、
い
さ
さ
か
以
上
の
《
距
離
》
が
あ
る
」
、
と
い
う
批
判
的
コ

　
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。

（
4
3
）
　
最
大
判
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
七
月
一
日
馬
丁
四
六
巻
五
号
四
三
七
頁
（
四
四
一
～
四
四
二
頁
）
。
最
高
裁
が
精
神
的
自
由
の
領
域
に
お
い
て
と

　
る
比
較
衡
量
論
、
例
え
ば
猿
払
判
決
、
よ
ど
号
判
決
、
第
一
次
家
永
教
科
書
判
決
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
と
、
こ
の
判
決
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
渡
辺
康

行
「
集
会
の
自
由
の
制
約
と
合
憲
限
定
解
釈
」
法
政
研
究
七
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
四
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
4
4
）
　
石
川
健
治
「
法
制
度
の
本
質
と
比
例
原
則
の
適
用
」
L
S
憲
法
研
究
会
編
『
プ
ロ
セ
ス
演
習
　
憲
法
〔
第
三
版
〕
』
（
信
山
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
九

　
三
頁
は
、
薬
事
法
判
決
は
、
「
立
法
裁
量
に
対
す
る
裁
判
所
の
統
制
の
密
度
を
左
右
す
る
の
は
、
具
体
的
な
規
制
の
目
的
・
対
象
・
方
法
等
の
性
質
・
内
容

　
に
照
ら
し
て
抽
出
さ
れ
る
、
『
事
の
性
質
』
如
何
だ
」
、
と
い
う
立
場
だ
っ
た
と
い
う
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の
態
度
は
、
経
済
的
自
由
だ
け
で

23　（76－1・2－23）



門門

　
は
な
く
、
精
神
的
自
由
の
領
域
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
も
の
だ
と
み
て
い
る
。
参
照
、
渡
辺
・
前
掲
（
註
6
）
一
六
頁
。
憲
法
判
断
に
お
け
る
比

例
原
則
の
役
割
に
関
す
る
最
近
の
文
献
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
「
憲
法
的
論
証
に
お
け
る
厳
格
審
査
」
法
学
教
室
三
三
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
〇
頁
以
下
、

亘
理
格
「
利
益
衡
量
型
司
法
審
査
と
比
例
原
則
」
法
学
教
室
三
三
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
七
頁
以
下
、
石
川
健
治
「
夢
は
稔
り
難
く
、
道
は
極
め
難

し
」
法
学
教
室
三
四
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
目
五
三
頁
以
下
、
小
山
剛
『
「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
』
（
尚
粋
美
、
二
〇
〇
九
年
）
六
八
頁
以
下
な
ど
。

（
4
5
）
　
民
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
三
〇
三
頁
）
。

（
4
6
）
　
青
柳
幸
一
「
思
想
・
良
心
の
表
出
と
し
て
の
消
極
的
外
部
行
為
と
司
法
審
査
」
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
編
『
慶
鷹
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部

論
文
集
　
慶
鷹
の
法
律
学
　
公
法
1
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
八
七
頁
以
下
は
、
藤
田
反
対
意
見
を
、
「
事
案
の
内
容
に
即
し
た
個
別

的
・
具
体
的
検
討
」
を
し
た
例
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
青
柳
論
文
が
推
奨
す
る
、
「
事
案
に
即
し
た
検
討
に
お
け
る
個
別
的
・
具
体
的
比
較
衡

量
」
と
は
、
比
例
原
則
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
「
狭
義
の
比
例
性
（
利
益
の
均
衡
性
）
」
審
査
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
参
照
、
石

　
川
健
治
ほ
か
「
座
談
会
…
ζ
凶
ω
ω
δ
臣
〉
一
什
艘
豊
門
く
①
」
法
学
教
室
三
四
二
号
（
二
〇
〇
九
年
目
四
一
頁
（
石
川
発
言
）
。
な
お
、
藤
田
反
対
意
見
を
ア
メ
リ

　
カ
型
の
違
憲
審
査
基
準
論
に
引
き
付
け
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
渋
谷
秀
樹
「
『
日
の
丸
・
君
が
代
』
強
制
に
つ
い
て
の
憲
法
判
断
の
あ
り
方
」
立
教

法
務
研
究
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
二
頁
以
下
。
同
論
文
三
八
頁
以
下
は
、
猿
払
判
決
を
目
的
審
査
、
関
係
審
査
、
手
段
審
査
を
行
っ
て
い
る
点
で
は
評

　
価
し
た
上
で
、
し
か
し
仮
に
こ
の
基
準
を
用
い
る
に
し
て
も
、
本
件
で
は
手
段
審
査
を
ク
リ
ア
し
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、
本

件
事
案
に
は
猿
払
判
決
の
基
準
を
使
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
地
に
立
ち
、
判
例
が
一
般
的
に
用
い
て
い
る
比
較
衡
量
論
を
、
比
例
原
則
に
よ
っ

　
て
基
礎
づ
け
る
と
い
う
審
査
手
法
に
よ
っ
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
7
）
　
例
え
ば
、
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
に
お
け
る
被
控
訴
人
側
準
備
書
面
ω
七
三
頁
。

（
4
8
）
　
ピ
ア
ノ
判
決
に
お
け
る
藤
田
反
対
意
見
。
民
集
六
一
巻
一
号
二
九
一
頁
（
三
〇
五
頁
）
。

（
4
9
）
　
戸
部
真
澄
「
国
歌
斉
唱
に
か
か
る
職
務
命
令
違
反
を
理
由
と
し
た
再
雇
用
合
格
通
知
取
消
し
を
適
法
と
し
た
事
例
」
速
報
判
例
解
説
編
集
委
員
会

　
〔
編
〕
『
速
報
判
例
解
説
く
。
一
，
b
。
』
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
五
頁
。

（
5
0
）
　
本
文
の
よ
う
に
考
え
る
以
上
、
比
例
原
則
の
第
三
要
素
「
狭
義
の
比
例
性
（
利
益
の
均
衡
性
）
」
に
つ
い
て
は
も
は
や
論
ず
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
門
田
・
前
掲
（
註
1
3
）
一
〇
三
頁
は
、
「
『
君
が
代
』
の
も
つ
憲
法
適
合
性
の
『
疑
わ
し
さ
』
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
『
国
歌
』
と
定
め
る
こ
と
自
体
が

　
即
違
憲
と
ま
で
言
い
切
れ
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
斉
唱
等
を
個
々
人
に
強
制
す
る
こ
と
は
、
憲
法
上
下
さ
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た

　
そ
れ
で
十
分
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
、
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
論
法
は
、
門
田
自
身
が
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
「
積
み
上
げ
て
き
た
議
論
」
を

　
「
出
発
点
に
引
き
戻
す
」
お
そ
れ
が
あ
る
。
職
務
命
令
が
違
憲
か
ど
う
か
は
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
三
段
階
の
審
査
を
経
て
判
断
さ
れ
る
べ
き

　
と
思
わ
れ
る
。
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五
　
制
裁
的
措
置
の
適
法
性
審
査

職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

1

再
雇
用
合
格
取
消
事
件
東
京
地
裁
判
決

　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
に
お
い
て
は
、
教
諭
等
が
卒
業
式
等
に
お
い
て
、
職
務
命
令
に
反
し
て
「
君
が
代
」
斉
唱
の
際
に
起
立
・
斉
唱
し

な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
都
教
委
に
よ
り
再
雇
用
職
員
の
合
格
取
消
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
都
教
委
に
よ
る
裁
量
の
逸
脱
・
濫

用
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
に
対
し
、
東
京
地
裁
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

①
「
本
件
合
格
取
消
し
当
時
に
お
い
て
も
、
都
教
委
は
原
告
ら
を
再
雇
用
職
員
と
し
て
採
用
す
る
か
否
か
に
つ
き
一
定
の
裁
量
を
有
し
て

い
た
」
。
し
か
し
、
②
「
本
件
合
格
通
知
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
ら
が
…
…
再
雇
用
職
員
へ
の
採
用
に
強
い
期
待
を
抱
く
こ
と

は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
か
か
る
期
待
は
国
々
法
上
も
保
護
す
る
に
値
す
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
任
命
の
拒
否
が
相
当
な

理
由
を
欠
く
な
ど
、
社
会
通
念
上
著
し
く
不
合
理
で
あ
っ
て
、
そ
の
裁
量
を
逸
脱
・
濫
用
し
て
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
本

件
合
格
取
消
し
も
国
賠
法
上
、
違
法
な
公
権
力
の
行
使
に
該
当
す
る
」
。
し
か
し
、
③
「
本
件
職
務
命
令
に
反
し
て
さ
れ
た
原
告
ら
の
本
件

不
起
立
行
為
が
同
人
ら
の
勤
務
内
容
の
評
価
を
低
下
さ
せ
る
も
の
と
な
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
か
ら
、
都
教
委
が
本
件
不
起
立
行
為
を
も
っ

て
、
勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
こ
と
と
の
要
件
に
欠
け
る
と
判
断
し
た
こ
と
が
不
合
理
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
④
た
し
か
に
、
「
た
だ

一
度
の
短
時
間
の
不
作
為
に
す
ぎ
な
い
本
件
不
起
立
行
為
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
勤
務
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
事
態
に
至
る
こ
と
は
、
社
会
通

念
に
照
ら
し
て
い
さ
さ
か
過
酷
で
あ
る
と
見
る
余
地
も
あ
」
る
が
、
「
本
件
不
起
立
行
為
は
国
旗
・
国
歌
条
項
の
実
施
に
つ
い
て
の
都
教
委

の
関
与
・
介
入
に
対
す
る
抗
議
と
し
て
の
一
種
の
示
威
行
動
と
も
評
価
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
不
起
立
行
為
の
態
様
が
消
極
的
・

受
動
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
原
告
ら
の
主
張
…
…
は
、
本
件
不
起
立
行
為
の
一
側
面
の
み
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
」
る
。
⑤
「
原

告
ら
の
非
違
行
為
が
、
そ
の
信
念
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
新
年
度
の
入
学
式
や
翌
年
の
卒
業
式
に
お
い
て
も
更
に
繰
り
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説
　
返
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
こ
と
、
再
雇
用
制
度
に
定
年
後
の
生
活
保
障
の
意
味
合
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
も
一
年
夏
と
の

論
　
任
命
で
あ
っ
て
、
一
般
の
教
職
員
の
地
方
公
務
員
と
し
て
の
身
分
保
障
と
は
本
質
的
に
異
な
る
こ
と
」
な
ど
を
「
総
合
考
慮
す
れ
ば
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
「
本
件
合
格
取
消
し
は
都
教
委
の
裁
量
を
逸
脱
・
濫
用
し
て
さ
れ
た
も
の
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

2

嘱
託
採
用
拒
否
事
件
東
京
地
裁
判
決
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都
教
委
が
、
卒
業
式
等
に
起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
職
務
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
定
年
後
の
嘱
託
員
と
し
て
の
再
雇

用
の
選
考
で
不
合
格
と
し
た
こ
と
が
裁
量
の
逸
脱
、
濫
用
で
は
な
い
か
、
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
東
京
地
裁
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
判
断

し
た
。①

「
都
教
委
が
、
再
雇
用
職
員
の
選
考
に
あ
た
っ
て
有
す
る
裁
量
は
、
そ
れ
が
広
範
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
い

か
な
る
選
考
を
し
て
も
違
法
と
な
る
余
地
が
な
い
と
い
う
意
味
で
の
全
く
の
自
由
裁
量
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
当
該
申
込
者
に
つ
い
て
不

合
格
と
判
断
し
た
理
由
が
著
し
く
不
合
理
で
あ
る
場
合
や
、
全
く
の
恣
意
的
な
理
由
で
不
合
格
と
し
た
場
合
な
ど
、
当
該
不
合
格
に
客
観
的

合
理
性
や
社
会
的
相
当
性
が
著
し
く
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
都
教
委
は
そ
の
裁
量
を
濫
用
、
逸
脱
し
た
も
の
と
評
価
す

べ
き
」
で
あ
る
。
②
「
原
告
ら
の
職
務
命
令
違
反
行
為
は
、
起
立
を
し
な
か
っ
た
こ
と
と
国
歌
を
斉
唱
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、

積
極
的
に
式
典
の
進
行
を
妨
害
す
る
行
動
に
出
た
り
、
国
歌
斉
唱
を
妨
げ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
に
、
原
告
ら
の
職
務
違
反
行
為
に

よ
っ
て
、
旦
ハ
体
的
に
卒
業
式
等
の
進
行
に
支
障
が
生
じ
た
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
」
。
③
「
本
件
職
務
命
令
が
、
他
の
職
務
命
令
と
比
較
し

て
、
と
り
わ
け
重
大
な
も
の
と
は
い
え
な
い
し
、
こ
れ
の
み
で
教
職
員
の
勤
務
成
績
を
決
定
的
に
左
右
す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
」
で
も
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
不
起
立
行
為
が
、
「
そ
の
性
質
上
、
直
ち
に
嘱
託
員
と
し
て
の
採
用
を
否
定
す
べ
き
程
度
の
非
違
行
為
と
い
う
の
は
疑

問
で
あ
る
」
。
し
か
も
、
④
「
原
告
ら
が
、
指
導
や
処
分
を
繰
り
返
し
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
種
行
為
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
と



職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

い
っ
た
事
実
は
な
い
し
、
…
…
原
告
ら
は
、
本
件
職
務
命
令
違
反
に
関
し
て
都
教
委
が
再
発
防
止
の
た
め
に
必
要
と
し
て
設
け
た
研
修
を
済

ま
せ
て
い
た
」
。
⑤
「
過
去
に
お
い
て
は
、
争
議
行
為
で
二
度
の
停
職
処
分
を
受
け
た
職
員
が
嘱
託
員
に
採
用
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
の
に
、

本
件
の
不
起
立
行
為
に
よ
り
、
原
告
甲
川
を
除
く
原
告
ら
は
戒
告
を
受
け
た
に
と
ど
ま
り
、
原
告
甲
川
に
つ
い
て
も
減
給
処
分
で
あ
っ
て

…
…
そ
れ
で
も
再
雇
用
職
員
の
選
考
で
不
合
格
に
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
選
考
の
公
平
さ
に
疑
問
が
あ
る
」
。
⑥
「
都
教
委
が
、
本
件
職
務

命
令
違
反
の
ほ
か
に
、
原
告
ら
の
勤
務
成
績
に
関
す
る
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
再
雇
用
の
合
否
を
判
断
し
た
形
跡
は
全
く
み
ら
れ
な

い
」
。
⑦
「
以
上
の
諸
事
情
に
照
ら
す
と
、
原
告
ら
が
嘱
託
員
と
な
っ
た
場
合
、
卒
業
式
等
で
再
度
不
起
立
行
為
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
本
件
不
合
格
は
、
従
前
の
再
雇
用
制
度
に
お
け
る
判
断
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
本
件

職
務
命
令
違
反
を
あ
ま
り
に
も
過
大
視
す
る
一
方
で
、
原
告
ら
の
勤
務
成
績
に
関
す
る
他
の
事
情
を
お
よ
そ
考
慮
し
た
形
跡
が
な
い
の
で

あ
っ
て
、
客
観
的
合
理
性
や
社
会
的
相
当
性
を
著
し
く
欠
く
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
都
教
委
は
そ
の
裁
量
を
逸
脱
、
濫
用
し
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
お
　

認
め
」
ら
れ
る
。

3
　
比
較
検
討

ω
　
ピ
ア
ノ
判
決
は
、
職
務
命
令
違
反
に
対
し
て
戒
告
処
分
が
な
さ
れ
た
事
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
の
一
審
・
二
審
で
は
、
戒
告
処
分
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

裁
量
の
濫
用
と
な
る
か
も
争
わ
れ
た
が
、
適
法
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
で
は
、
こ
の
論
点
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
ピ
ア
ノ
判
決
は
職
務
命
令
違
反
を
理
由
と
す
る
懲
戒
処
分
な
ど
の
適
法
性
判
断
に
つ
い
て
、
以
降
の
下
級
審
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で

は
な
い
。

　
二
つ
の
東
京
地
裁
の
結
論
は
、
以
上
の
よ
う
に
正
反
対
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
一
月
一
九
日
の
、
別

の
事
案
の
再
雇
用
拒
否
事
件
に
お
い
て
、
東
京
地
裁
は
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
と
類
似
し
た
理
由
づ
け
で
、
再
雇
用
拒
否
を
違
法
と
し
て
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い
る
。
ど
う
や
ら
、
起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
職
務
命
令
違
反
の
み
を
理
由
と
す
る
再
雇
用
拒
否
は
違
法
だ
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
件
で
事
情
の
違
い
は
あ
る
と
は
い
え
、
下
級
審
の
判
断
は
固
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

②
　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
判
決
が
特
異
な
結
論
に
達
し
た
原
因
は
、
不
起
立
を
「
抗
議
と
し
て
の
一
種
の
示
威
行
動
」
と
見
た
こ
と
に
あ

る
（
五
1
⑤
）
。
し
か
し
、
「
実
際
問
題
と
し
て
生
徒
席
や
保
護
者
席
か
ら
も
不
起
立
で
あ
る
こ
と
が
良
く
見
え
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

に
は
『
反
抗
の
気
勢
を
あ
げ
る
』
と
か
『
威
力
を
示
す
』
と
い
っ
た
要
素
も
全
く
見
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
る
行
為
を
、
「
示
威
行
動
」
と
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卒
し
た
こ
の
判
決
は
、
関
連
す
る
諸
判
決
の
な
か
で
も
「
突
出
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
仮
に
不
起
立
行
為
が
示
威
性
を
有
す
る

と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
国
旗
を
引
き
下
ろ
し
た
り
、
不
起
立
を
こ
と
さ
ら
に
煽
動
し
た
り
す
る
等
の
積
極
的
な
妨
害
活
動
と
は
な
お
性
格
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

異
に
」
し
て
い
る
。
第
一
審
に
よ
る
先
の
認
定
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
再
雇
用
の
合
格
取
消
を
適
法
と
し
た
判
断
は
、
改
め
ら
れ
る
べ
き
も
の

と
思
わ
れ
る
。

㈹
　
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
五
2
③
が
「
比
例
原
則
違
反
」
を
、
五
2
⑤
が
「
平
等
原
則
違
反
」
を
、
さ
ら
に
五
2
⑥
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
不
合
格
処
分
の
「
判
断
過
程
」
の
違
法
性
を
認
め
た
も
の
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　
行
政
裁
量
論
に
お
い
て
は
、
「
実
体
法
的
審
査
密
度
の
強
化
に
よ
り
、
判
断
代
置
型
審
査
と
喩
越
濫
用
型
審
査
の
両
極
い
ず
れ
に
も
偏
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
い
中
間
密
度
型
の
裁
量
審
査
を
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
判
例
・
学
説
の
双
方
で
な
さ
れ
て
き
た
」
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

一
つ
の
類
型
が
、
「
考
慮
要
素
及
び
調
査
義
務
に
着
目
し
た
裁
量
審
査
」
、
あ
る
い
は
「
判
断
過
程
統
制
型
」
の
裁
量
審
査
と
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
が
、
都
教
委
が
「
本
件
職
務
命
令
違
反
を
あ
ま
り
に
も
過
大
視
す
る
一
方
で
」
、
勤
務
成
績
な
ど
「
当
然

考
慮
す
べ
き
事
項
を
検
討
し
て
い
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
「
判
断
過
程
の
統
制
」
に
よ
っ
て
「
審
査
密
度
を
上
げ
」
た
判
示
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
「
中
間
密
度
型
の
裁
量
審
査
」
の
他
の
例
と
し
て
、
「
優
越
的
法
益
侵
害
に
関
す
る
裁
量
審
査
」
と
い
う
類
型
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
「
生
命
・
身
体
・
健
康
、
人
身
の
自
由
、
信
教
の
自
由
等
の
高
度
の
人
権
価
値
を
認
め
ら
れ
そ
の
保
障
範
囲
も
比
較
的
明
確
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な
法
益
…
…
へ
の
侵
害
を
も
た
ら
す
行
政
活
動
に
関
し
て
は
、
た
と
え
そ
れ
が
自
由
裁
量
の
余
地
の
あ
る
権
限
行
使
で
あ
る
場
合
で
も
、
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

較
的
厳
格
な
適
法
性
審
査
が
行
わ
れ
て
き
た
」
、
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
判
決
が
処
分
の
「
比
例
原
則
違
反
」
や
「
平

等
原
則
違
反
」
を
指
摘
し
た
際
に
、
教
諭
等
の
思
想
・
良
心
の
自
由
に
か
か
わ
る
処
分
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
審
査
密
度

職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

を
厳
格
化
し
た
の
か
ど
う
か
は
、
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
が
扱
っ
て
き
た
事
案
は
、
「
優
越
的
法
益
侵
害
」
型
の
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

量
審
査
方
式
が
と
ら
れ
る
べ
き
事
件
と
し
て
も
位
置
づ
け
可
能
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
で
の
裁
量
審
査
の
密

度
は
厳
格
化
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

（
5
1
）
　
判
時
二
〇
〇
一
号
＝
二
六
頁
（
一
五
八
～
一
六
〇
頁
）
。

（
5
2
）
　
判
時
二
〇
〇
七
号
一
四
一
頁
（
一
五
九
～
一
六
一
頁
）
。

（
5
3
）
　
渡
辺
・
前
掲
（
註
6
・
思
想
・
良
心
の
自
由
）
八
頁
以
下
。

（
5
4
）
こ
の
判
決
（
判
例
集
末
登
載
）
は
、
嘱
託
採
用
拒
否
事
件
東
京
地
裁
判
決
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
①
1
0
・

　
2
3
通
達
以
前
は
、
国
歌
斉
唱
時
に
起
立
を
命
ず
る
職
務
命
令
は
出
さ
れ
ず
、
不
起
立
は
懲
戒
処
分
の
対
象
で
は
な
く
、
再
雇
用
さ
れ
な
い
者
も
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
通
達
が
出
さ
れ
て
以
降
、
職
務
命
令
が
出
さ
れ
、
不
起
立
が
職
務
命
令
違
反
と
な
り
、
再
雇
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
「
起
立
斉
唱

　
を
命
じ
る
職
務
命
令
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
し
た
目
的
は
、
本
件
通
達
前
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
目
的
に
反
す
る
と
い
う
意
味
で

　
は
、
不
起
立
に
対
す
る
評
価
は
、
本
件
通
達
発
出
の
前
後
で
質
的
に
変
わ
り
は
な
い
」
。
②
「
本
件
不
起
立
の
態
様
は
、
他
の
教
職
員
や
生
徒
ら
に
不
起

立
を
促
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
式
典
の
進
行
が
阻
害
さ
れ
た
り
、
混
乱
し
た
り
し
た
形
跡
は
な
い
」
。
③
「
原
告
は
、
本
件
戒
告
処
分
に
対
し
て
不

　
服
を
申
立
て
る
こ
と
な
く
、
再
発
防
止
研
修
を
受
講
し
、
そ
の
後
、
定
年
退
職
す
る
ま
で
の
三
年
間
、
教
育
現
場
を
混
乱
さ
せ
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、

校
長
の
職
務
命
令
に
従
い
、
毎
年
起
立
斉
唱
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
再
び
同
種
の
非
違
行
為
に
及
ぶ
可
能
性
は
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
る
」
。
④

　
「
原
告
は
、
本
件
戒
告
処
分
以
外
に
懲
戒
処
分
を
受
け
た
こ
と
は
な
く
、
…
…
所
属
校
の
校
長
は
原
告
の
勤
務
態
度
を
評
価
し
て
推
薦
書
を
作
成
し
て
い

　
る
」
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
照
ら
す
と
、
⑤
「
本
件
再
雇
用
、
本
件
再
任
用
職
員
の
採
用
選
考
の
場
面
に
お
い
て
、
不
起
立
と
い
う
職
務
命
令
違
反
を

余
り
に
強
調
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
」
。
⑥
「
懲
戒
処
分
の
対
象
と
し
て
は
非
行
の
程
度
が
軽
い
と
評
価
し
な
が
ら
、
採
用
選
考
の
際
に
は
、
こ
れ

　
だ
け
を
理
由
に
不
合
格
と
な
る
ほ
ど
の
重
大
な
非
違
行
為
に
当
た
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
、
不
合
理
」
で
あ
る
。
⑦
被
告
は
、
「
教
育
課
程
の
実
施
に
関

　
す
る
職
務
命
令
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
違
反
が
戒
告
処
分
相
当
と
さ
れ
て
い
る
本
件
職
務
命
令
に
違
反
し
た
本
件
不
起
立
を
過
大
視
す
る
余
り
、
現
実
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に
本
件
不
合
格
を
告
知
さ
れ
た
原
告
に
関
し
て
前
述
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
具
体
的
事
情
を
一
切
顧
み
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
に
等
し
い
の
で
あ
っ
て
、

定
年
退
職
者
の
生
活
保
障
及
び
長
年
培
っ
た
知
識
や
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
学
校
教
育
の
充
実
と
い
う
本
件
再
雇
用
、
本
件
再
任
用
制
度
の
趣
旨

か
ら
も
、
採
用
選
考
に
お
け
る
従
前
の
判
断
の
あ
り
方
か
ら
も
大
き
く
逸
脱
し
、
前
述
の
と
お
り
法
的
保
護
の
対
象
と
な
る
原
告
の
合
理
的
な
期
待
を
大

　
き
く
損
な
う
も
の
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
本
件
不
合
格
は
、
客
観
的
合
理
性
及
び
社
会
的
相
当
性
を
著
し
く
欠
き
、
裁
量
権
の
逸
脱
、
濫
用
が
あ
る
」
。

（
5
5
）
　
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
に
関
す
る
第
一
審
原
告
ら
の
控
訴
理
由
書
一
九
六
頁
。

（
5
6
）
　
戸
部
・
前
掲
（
註
4
9
）
三
六
頁
、
同
・
前
掲
（
註
1
9
）
六
〇
頁
。

（
5
7
）
　
戸
部
・
前
掲
（
註
4
9
）
三
六
頁
。

（
5
8
）
　
戸
部
・
前
掲
（
註
1
9
）
六
〇
頁
。

（
5
9
）
　
亘
理
格
「
行
政
裁
量
の
法
的
統
制
」
芝
池
義
一
ほ
か
編
『
行
政
法
の
争
点
〔
第
三
版
〕
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
＝
八
頁
。

（
6
0
）
　
戸
部
・
前
掲
（
註
1
9
）
五
九
頁
。

（
6
1
）
　
亘
理
・
前
掲
（
註
5
9
）
一
一
八
頁
。

（
6
2
）
　
亘
理
論
文
に
お
い
て
、
「
優
越
的
法
益
侵
害
に
関
す
る
裁
量
審
査
」
が
な
さ
れ
た
一
例
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
エ
ホ
バ
の
証
人
剣
道
受
講
拒
否
事
件

　
に
関
す
る
三
富
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
三
月
八
日
民
集
五
〇
巻
三
号
四
六
九
頁
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
判
決
は
、
「
判
断
過
程
審
査
」
が
な
さ
れ
た
例
と

　
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
榊
原
秀
則
「
学
生
に
対
す
る
措
置
と
裁
量
審
査
」
小
早
川
光
郎
ほ
か
編
『
行
政
判
例
百
選
1
〔
第
五
版
〕
』

　
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
一
六
一
頁
。
こ
の
二
つ
の
判
断
方
式
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
判
断
過
程
統
制
」
に
関
す
る

最
高
裁
判
例
の
詳
細
な
検
討
と
し
て
、
橋
本
博
之
『
行
政
判
例
と
仕
組
み
解
釈
』
（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
一
四
五
頁
以
下
。
そ
の
他
、
山
本
隆
司

　
「
日
本
に
お
け
る
裁
量
論
の
変
容
」
判
時
一
九
三
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）
＝
二
頁
以
下
、
三
浦
大
介
「
行
政
判
断
と
司
法
審
査
」
磯
部
力
ほ
か
編
『
行
政

　
法
の
新
構
想
H
　
行
政
救
済
法
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
九
頁
以
下
な
ど
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
剣
道
受
講
拒
否
事
件
判
決
を
「
君
が
代
」
起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
職
務
命
令
の
合
憲
性
審
査
に
関
し
て
引
き
合
い
に
出
す
見
解
が
あ
り

　
（
土
屋
・
前
掲
〔
註
3
1
〕
三
一
一
頁
以
下
）
、
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
に
お
け
る
両
当
事
者
も
そ
れ
か
ら
影
響
を
受
け
た
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

起
立
・
斉
唱
を
命
ず
る
職
務
命
令
に
相
当
す
る
の
は
、
剣
道
受
講
の
義
務
づ
け
で
あ
る
。
剣
道
受
講
拒
否
事
件
の
最
高
裁
は
、
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
判

断
せ
ず
、
義
務
づ
け
に
従
わ
な
い
生
徒
に
対
す
る
処
分
に
関
す
る
適
法
性
審
査
に
お
い
て
、
信
教
の
自
由
の
重
要
性
を
考
慮
し
た
「
中
間
密
度
型
の
裁
量

　
審
査
」
を
行
っ
て
い
た
。
剣
道
受
講
拒
否
事
件
判
決
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
こ
そ
参
照
さ
れ
る
べ
き
判
決
で
あ
る
。
な
お
、
先
に
も
触
れ
た
（
註
1
0
）
北

　
九
州
コ
コ
ロ
訴
訟
の
福
岡
高
裁
は
、
「
裁
量
権
の
喩
越
濫
用
型
」
と
い
う
最
小
限
の
実
体
法
的
審
査
を
行
い
、
結
論
と
し
て
も
、
第
一
審
で
は
違
法
と
さ

　
れ
た
減
給
処
分
を
適
法
と
判
断
し
て
い
る
。
疑
問
の
あ
る
判
決
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
も
し
仮
に
減
給
処
分
が
適
法
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
稿

　
で
扱
っ
て
い
る
再
雇
用
拒
否
は
さ
ら
に
重
大
な
不
利
益
措
置
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
異
な
っ
た
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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六
　
結
び

職務命令および職務命令違反に対する制裁的措置に関する司法審査の手法（渡辺）

　
下
級
審
裁
判
所
は
、
い
か
に
理
論
的
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
て
も
最
高
裁
判
決
と
い
う
だ
け
で
、
そ
れ
に
完
全
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
本
稿
で
扱
っ
た
い
く
つ
か
の
下
級
審
判
決
も
、
ピ
ア
ノ
判
決
に
基
本
的
に
は
依
拠
し
つ
つ
も
、
異
な
っ
た
論
理
に
よ

り
判
断
し
て
い
た
。
こ
れ
は
下
級
審
裁
判
所
も
、
ピ
ア
ノ
判
決
の
論
理
に
納
得
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
ピ

ア
ノ
判
決
と
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
再
雇
用
合
格
取
消
事
件
な
ど
は
事
案
も
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
制
裁
的
措
置
の
適
法
性
に
か
か
わ
る
論

点
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
務
命
令
と
思
想
・
良
心
の
自
由
に
か
か
わ
る
論
点
に
お
い
て
も
、
最
高
裁
と
異
な
っ
た
判
断
を
す
る
こ
と
に
何

ら
支
障
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
各
事
件
は
、
例
え
ば
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
合
憲
性
の
よ
う
な
、
お
そ
ら
く
は
裁
判
所
が
扱
い
に
く
い
問
題
が
争

点
と
な
っ
て
い
る
事
案
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
憲
法
上
の
権
利
の
保
障
と
い
う
、
裁
判
所
が
積
極
的
に
判
断
す
べ
き
事

柄
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
法
的
な
諸
論
点
の
背
景
に
は
、
多
様
な
考
え
方
を
も
っ
た
人
々
が
共
存
で
き
る

社
会
か
、
一
元
的
な
考
え
方
を
押
し
付
け
ら
れ
る
社
会
か
、
と
い
う
日
本
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
に
関
す
る
よ
り
基
本
的
な
見
解
の
対
立
が
潜

ん
で
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
の
責
務
は
な
お
さ
ら
重
大
だ
と
思
わ
れ
る
。
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